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『医療経営データ集 2011』
平成23年7月、DBJと株式会社日本経済
研究所の監修により刊行。
病院の経営改善のサポートに向けて、現状
を総合的に俯瞰するために必要な最新の基礎
データを収録。

『医療経営データ集 2011』
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【Scenes of Solution】

不動産の環境・社会性能を「見える化」する
── J-REITに対し、初のDBJ Green Building認証を実施 ──

【未来人図鑑】

株式会社東海メディカルプロダクツ
代表取締役　筒井 宣政 氏
人は自分が考える能力の10倍のことをなし得る──

不屈の精神で国産初の医療器具を開発。

【旅のブックマーク】 

「幸福の道」のオーベルジュで
旅する作家 山口 由美 
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「医療･生活室」
　DBJは、ヘルスケア分野への取り組みを更に推進するため、2011年5月30日

付で企業金融第4部に「医療･生活室」を新設しました。

　ヘルスケア分野は、「高齢化が進む我が国を支える地域インフラ」として今後

ますます重要性が高まって行く我が国の成長分野といえますが、この分野をめぐっ

ては、国民医療費負担の増大、医療・介護従事者の不足、経営の2極分化など

様々な課題が山積しています。さらに、今後10年～20年の間に施設の更新時期

を迎える施設が多数あり、持続的にヘルスケアを提供していくためには、老朽化

施設の建て替えのための財政面の解決が重要なポイントとなっています。

　DBJではこれまでも「日本の医療･福祉の質の向上」をテーマに、ヘルスケア

分野に対する取組を行っており、大型病院の建て替え、病院・介護施設の流動化、

医療機器等の更新、事業再生といった多様なファイナンスニーズへの対応や、

医療機関に対する経営コンサルティングサービスなど、「事業の中身を見る」ことを

基盤とした各種業務を行ってきました。

　「医療･生活室」新設後は人員体制が大幅に増強され、地域を支える医療事業者

のニーズによりきめ細かく対応することが可能となりました。「医療経営の様々な悩み

について相談できる銀行」として、これまで以上に積極的な取組を行っていきます。

　また「医療･生活室」では、「ヘルスケア」に並ぶもう一つの柱として「ホスピタリティ」

「教育」「子育て」といった生活関連サービス分野への取組を強化しています。

これらの分野では、人口動態やライフスタイルの変化により、ホテル・ブライダル・教育

といった産業の事業構造の変化や、子育て支援事業の需要拡大といった社会

ニーズの変化をもたらしています。このような状況に対応するため、「医療･生活室」

ではファイナンスやアドバイザリー等を通じた支援に取り組んでいきます。 

を新設

－地域を支える医療・生活関連産業の支援を強化－次
世
代
の
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　東日本大震災と原発事故による電力供給不足が、日本企業の生産活動に大きな
影響を及ぼしている。すでに、生産拠点の海外移転や国内での新たな設備投資
抑制の動きも出始めるなど、このまま電力供給不足が長期化すると、企業活動や
雇用維持にさらに深刻な影響が出ることにもなりかねない。こうした状況を打開する
には、省エネルギーへの一層の取り組み、大規模蓄電システムや再生可能エネルギー
の本格的な開発・利用が不可欠となる。日本が次世代のエネルギーバランスをどう
実現していくのか、世界はその成り行きに注目している。
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「幸福の道」のオーベルジュで 旅する作家  山口 由美

P20 未来人図鑑

株式会社東海メディカルプロダクツ
代表取締役　筒井 宣政 氏
人は自分が考える能力の10倍のことをなし得る──
不屈の精神で国産初の医療器具を開発。

季刊DBJはiPhone、iPadでもお読みいただけます。
下記URLからダウンロードしてお楽しみください。
http://itunes.apple.com/jp/app/id389307222
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http://www.dbj.jp/
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エ
ネ
ル
ギ
ー
を
か
え
っ
て
押
し
の
け
る
結
果

に
な
り
う
る
こ
と
に
も
留
意
が
必
要
で
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
、

世
界
の
潮
流
を
ご
教
示
く
だ
さ
い
。

よ
り
確
実
で
持
続
可
能
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
社
会
に
向
か
う
た
め
に

は
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
中
心
的
な
役

割
を
担
う
必
要
が
あ
り
、そ
の
大
き
な

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
疑
う
余
地
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、本
格
的
な
普
及
に
は
技
術
進
歩

や
他
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
競
争
で
き
る
コ
ス
ト

レ
ベ
ル
達
成
な
ど
が
条
件
で
あ
り
、政
府
か

ら
の
相
当
の
助
成
が
鍵
と
な
り
ま
す
。

経
済
、エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
、環
境
の
面

で
中
長
期
的
に
も
た
ら
さ
れ
る
恩
恵
を
考

え
る
と
、こ
の
分
野
へ
の
政
府
支
援
は
総
論

と
し
て
正
当
化
し
う
る
も
の
で
す
が
、具
体

策
に
つ
い
て
は
費
用
対
効
果
に
十
分
留
意

す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

最
も
増
加
が
期
待
で
き
る
の
は
電
力
分

野
で
す
。再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発

電
量
は
、2
0
3
5
年
ま
で
で
3
倍
、発
電

に
占
め
る
割
合
も
2
割
弱
か
ら
1
／
3
近
く

に
高
ま
り
、石
炭
に
追
い
つ
く
見
込
み
で
す
。

 

原
子
力
の
将
来
に
つ
い
て
不
確
実

性
が
増
し
て
い
ま
す
。
世
界
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
に
お
い
て
考
え
得
る
影
響

に
つ
き
意
見
を
伺
え
ま
す
か
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
を
よ
り
複
雑
に

す
る
要
因
の一つ
に
な
っ
て
い
る「
ポ
ス

ト
福
島
の
不
確
実
性
」に
つ
い
て
は
、1
1
月

発
刊
予
定
の
次
期
W
E
O
で
特
別
分
析
を

加
え
て
い
ま
す
。原
子
力
の
役
割
が
大
幅
に

縮
小
し
た
場
合
に
予
想
さ
れ
る
の
は
、エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
の
上
昇
圧
力
と
な
る
こ
と
、エ
ネ

ル
ギ
ー
安
全
保
障
へ
の
懸
念
が
高
ま
る
こ
と
、

気
候
変
動
問
題
へ
の
対
応
が
さ
ら
に
困
難

か
つ
コ
ス
ト
増
に
な
る
こ
と
な
ど
で
す
。原
子

力
へ
の
依
存
度
が
比
較
的
高
い
ベ
ル
ギ
ー
、

フ
ラ
ン
ス
、日
本
な
ど
が
特
に
影
響
を
受
け
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、イ
タ
リ
ア
、ド
イ
ツ
、ス
イ
ス
な
ど
、

政
策
を
転
換
し
た
国
も
あ
り
ま
す
が
、

イ
ン
ド
、ロ
シ
ア
、韓
国
を
は
じ
め
と
す
る
牽
引

役
が
方
向
性
を
変
え
る
と
は
考
え
に
く
い
で

し
ょ
う
。し
た
が
っ
て
、基
本
シ
ナ
リ
オ
に
お
い

て
は
、先
進
国
の一
部
で
下
方
修
正
は
あ
る
も

の
の
、世
界
の
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
増
加
の
見

通
し
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

東
日
本
大
震
災
直
後
に
暖
か
い
お

見
舞
い
状
を
い
た
だ
き
ど
う
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。そ
の
震
災
後
の
日
本
で

は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。見
逃
し
て
は
い
け
な
い
視
点
は
何
で

し
ょ
う
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
法
を
は
じ
め
、政

策
の
抜
本
的
見
直
し
に
着
手
す
る

こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
が
、国
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
が
極
め
て
限
ら
れ
て
い
る
日
本
に
と
って
、原

子
力
の
役
割
低
下
は
化
石
燃
料
へ
の
輸
入
依

存
を
さ
ら
に
強
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
促
進
の
重
要
性
は
言
を
俟

ち
ま
せ
ん
が
、安
定
的
で
確
実
な
供
給
を
確

保
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
、

戦
略
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
を
策
定
し
そ
れ

に
し
っ
か
り
則
って
実
施
に
移
す
べ
き
で
す
。計

画
策
定
に
は
、原
子
力
か
ら
の
安
全
か
つ
安
定

し
た
供
給
や
国
レ
ベ
ル
の
電
力
融
通
性
強
化

な
ど
を
盛
り
込
む
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　

最
後
に
、技
術
の
開
発
に
期
待
し
て
い
ま

す
。エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
、再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
、原
子
力
、二
酸
化
炭
素
回
収・貯
留

（
Ｃ
Ｃ
Ｓ
）、ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
、電
気
自
動
車

な
ど
、持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
実
現
に

つ
な
が
る
技
術
革
命
の
必
要
性
を
か
ね
て
よ

り
訴
え
て
き
ま
し
た
。一
部
で
み
ら
れ
る
明
る

い
動
き
を
、あ
ら
ゆ
る
分
野
で
加
速
さ
せ
強

固
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。日
本
は

そ
の
持
ち
う
る
低
炭
素
関
連
技
術
を
活
用

し
、将
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
を
開
拓
す
る
こ
と

で
、引
き
続
き
指
導
力
を
発
揮
す
る
こ
と
を

確
信
し
て
い
ま
す
。

I
E
A（
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
）

が
報
告
す
る
「
W
o
r
l
d 

E
n
e
r
g
y  

O
u
t
l
o
o
k
」
最
新
版
の

発
表
を
間
近
に
控
え
て
い
ま
す
が
、世
界
に
お

け
る
中
長
期
的
動
向
を
ど
う
見
て
い
ま
す
か
。

様
々
な
不
確
実
性
の
た
め
、分
析

作
業
は
複
雑
さ
と
困
難
さ
を
増

し
て
い
ま
す
。例
え
ば
、脆
弱
な
経
済
回
復
、

非
在
来
型
ガ
ス
生
産
に
お
け
る
ま
さ
に

革
命
と
呼
ぶ
べ
き
状
況
、気
候
変
動
問
題

に
関
す
る
国
際
交
渉
の
行
方
、今
後
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
増
の
多
く
を
占
め
る
新

興
国
の
政
策
動
向
、中
東
や
北
ア
フ
リ
カ

の
政
治
情
勢
、そ
し
て
福
島
原
発
事
故
の

各
国
政
策
へ
の
影
響
と
いっ
た
諸
要
因
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
基
本
シ
ナ
リ
オ
の
予
測
で
は
、

世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
は
2
0
3
5
年

ま
で
に
４
割
増
加
す
る
と
見
込
ん
で
い
ま

す
が
、そ
の
増
分
の
９
割
以
上
を
中
国
、

イ
ン
ド
な
ど
新
興
国
が
占
め
ま
す
。燃
料

別
で
は
、石
油
が
最
大
で
あ
り
続
け
る
も

の
の
そ
の
シ
ェ
ア
は
徐
々
に
低
下
し
、天
然

ガ
ス
、原
子
力
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

高
ま
り
ま
す
。

最
近
は
天
然
ガ
ス
の
役
割
の
高
ま

り
を
報
告
し
て
い
ま
す
。

6
月
に「
ガ
ス
の
黄
金
時
代
は
到

来
す
る
か
」と
い
う
報
告
書
を
発

表
し
ま
し
た
。そ
の
中
で
、2
0
3
5
年
ま

で
に
ガ
ス
需
要
が
今
の
1.
5
倍
、シ
ェ
ア
が

1
／
4
を
超
え
る
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
を
提

示
し
、供
給
元
の
幅
広
さ
と
も
相
ま
っ
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障（
確
実
な
供
給
の

確
保
）に
も
寄
与
す
る
可
能
性
が
高
い
と

結
論
づ
け
ま
し
た
。

　

気
候
変
動
の
観
点
か
ら
も
、他
の
化
石

燃
料
と
比
べ
二
酸
化
炭
素
排
出
量
が
少
な

い
こ
と
か
ら
恩
恵
と
な
り
ま
す
。と
い
っ
て

も
化
石
燃
料
に
は
違
い
な
い
の
で
問
題
の

解
決
に
不
十
分
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、ガ
ス
の
急
拡
大
が
、再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
原
子
力
と
い
っ
た
よ
り
低
炭
素
の

世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

需
給
の
中
長
期
的
動
向

不
確
実
性
を
増
す

原
子
力
の
役
割

日
本
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

日本の

技術力・指導力に

引き続き期待

Q

Q

Q

A

A

A

Q

Q

A

A

 Fatih Birol 博士
（ファティ・ビロル）

国際エネルギー機関（IEA）
チーフエコノミスト

Dr. FATIH BIROL
エネルギー経済学博士（ウィーン工科大学）。
1958年トルコ・アンカラ生まれ。ＯＰＥＣ事務局
を経て、1995年にＩＥＡへ移る。編集責任者をつ
とめる「World Energy Outlook」は、世界のエネ
ルギーの中長期的動向について最も権威ある情
報の一つとされる。2010年には世界経済フォー
ラムのエネルギー諮問委員会議長に任命。フォ
ーブス誌による「世界のエネルギー情勢に最も
影響力ある7名」に選出（4位）されたほか、ドイツ
の「連邦共和国功労勲章」、フランスの芸術文化
勲章「シュバリエ」、オーストリアの「金の名誉賞」
などを受賞。

Profile

ネクスト・ジャパ
ン最前線

INTERVIEW 

01

イ ン タ ビ ュ ー

再生可能エネルギー需要の見通し　
（World Energy Outlook 2010　政府支援を前提にした基本シナリオ）
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サ
イ
ク
ル
に
よ
る
効
率
化
も
重

要
だ
。た
と
え
ば
鉱
物
資
源
で

見
る
と
、鉄
鉱
石
か
ら
鉄
を
作
る
場
合

と
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
場
合
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
の
理
論
値
の
比
は
2
7
:
1
、

鉄
の
次
に
使
用
量
が
多
い
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

で
は
8
3
:
1
と
な
る
。

　

自
動
車
の
リ
サ
イ
ク
ル
で
考
え
る

と
、2
0
5
0
年
ま
で
に
は
世
界
中
の

車
の
台
数
は
4
5
億（
9
0
億
人
の
2

人
に
1
台
）で
飽
和
に
達
す
る
。
そ
の

後
は
平
均
耐
用
年
数
を
1
0
年
と
し

て
、毎
年
4
.
5
億
台
が
買
い
替
え
ら

れ
る
。
こ
の
と
き
リ
サ
イ
ク
ル
が
う
ま

く
回
る
社
会
シ
ス
テ
ム
が
構
築
で
き
て

い
れ
ば
、
廃
車
に
は
新
車
に
必
要
な

鉱
物
資
源
が
す
べ
て
含
ま
れ
る
の
で
、

地
下
か
ら
掘
り
出
す
必
要
は
な
い
し
、

新
た
な
製
品
を
作
る
よ
り
も
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
も
少
な
く
て
済
む
。
も
ち
ろ
ん
、

す
べ
て
リ
サ
イ
ク
ル
で
賄
え
る
わ
け
で

は
な
い
が
、リ
サ
イ
ク
ル
の
方
が
鉱
石
か

ら
金
属
を
作
る
よ
り
は
る
か
に
少
な
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
で
済
む
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、自
動
車
の
走
行
に
は
全
使

用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
1
5
％
が
消
費
さ
れ

て
い
る
が
、2
0
5
0
年
に
は
、ほ
と
ん

ど
が
電
気
自
動
車
、燃
料
電
池
車
と
な

っ
て
い
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
が
上
が
る
。

さ
ら
に
加
え
て
、車
体
の
重
さ
も
半
分

ほ
ど
に
軽
量
化
す
る
だ
ろ
う
。
そ
う
な

れ
ば
、
1
台
当
た
り
の
消
費
は
1
／

1
0
に
減
る
。こ
れ
は
将
来
、世
界
の
車

の
台
数
が
現
在
の
４
倍
に
な
っ
て
も
、ガ

ソ
リ
ン
消
費
量
が
1
／
1
0
に
な
る
の

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
4
0
％
に
減
る

可
能
性
を
示
し
て
い
る
。つ
ま
り
、効
率

化
ほ
ど
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
は
な
い

の
だ
。

2
世
紀
は
確
実
に
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
時
代
に
な
る
だ

ろ
う
。
大
き
な
視
点
で
見
る
と
、2
0

世
紀
ま
で
は
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
時

代
。
今
も
全
世
界
の
1
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
の
約
8
0
％
が
化
石
資
源
、残
り

2
0
％
が
非
化
石
系
だ
か
ら
、こ
の
構

造
を
2
2
世
紀
ま
で
に
ど
う
や
っ
て
転

換
し
て
い
く
か
。つ
ま
り
、2
1
世
紀
の

現
在
は
化
石
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
非

化
石
系
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
過
渡
期
な
の
だ
。

そ
し
て
、
非
化
石
系
の
中
心
は
太
陽

エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
。
な
ぜ
な
ら
、太
陽
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
今
、
人
類
が
使
っ
て
い
る
全

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
1
万
倍
も
降
り
注
い
で

い
る
か
ら
無
尽
蔵
で
あ
り
、そ
の
わ
ず

か
1
万
分
の
1
を
利
用
す
れ
ば
い
い
わ

け
だ
か
ら
。

　

そ
の
間
の
過
渡
期
を
ど
う
埋
め
る

か
。
そ
の
最
大
の
鍵
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

効
率
化
で
あ
る
。
今
、展
開
さ
れ
て
い

る
原
子
力
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

議
論
に
効
率
化
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
の
削
減
が
入
っ
て
こ
な
い
と
答
え

は
出
な
い
。

は
2
0
5
0
年
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
給
率
7
0
％
の
国
家
と
な

る
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る
。
現
在
、全
エ

ネ
ル
ギ
ー
供
給
に
占
め
る
非
化
石
資
源

の
割
合
は
原
子
力
を
含
め
1
6
％
だ

が
、
こ
れ
を
国
の
総
力
を
あ
げ
て

2
0
5
0
年
ま
で
に
2
倍
の
3
2
％
に

す
る
。一
方
、エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
現
在

の
半
分
弱
の
4
5
％
に
減
ら
せ
ば
、

自
給
率
7
0
％
が
実
現
す
る
。
こ
の

状
態
が
実
現
す
る
と
、化
石
資
源
の
使

用
量
は
現
在
の
約
1
／
1
0
に
な
る
。

つ
ま
り
、日
本
な
ど
先
進
国
の
C
O
2
の

発
生
量
を
1
／
1
0
に
減
ら
す
こ
と

が
可
能
な
の
だ
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
含
め
、
鉱
物
資
源
、

水
、食
料
、木
材
資
源
は
物
質
的
な
生

活
の
基
盤
で
あ
る
。
そ
し
て
、こ
れ
ら
の

価
格
が
今
後
上
昇
し
続
け
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
疑
い
な
い
だ
ろ
う
。日
本
で
は
水

は
1
0
0
％
の
自
給
が
可
能
で
あ
る

し
、鉱
物
資
源
は
リ
サ
イ
ク
ル
で
7
0
％

の
自
給
率
を
達
成
で
き
る
。
2
0
5
0

年
に
向
け
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
、鉱
物
資
源
、

食
料
、木
材
資
源
の
自
給
率
を
高
め
る

こ
と
が
重
要
だ
し
、そ
れ
は
可
能
な
の

だ
。エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
契
機
に
、日
本

が
め
ざ
す
べ
き
は
天
然
資
源
自
給
国
家

な
の
で
あ
る
。

ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
め
ぐ
る
議
論

が
活
発
だ
が
、最
大
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
は
省
エ
ネ
と
い
う
の
が
私
の

3
0
年
来
の
持
論
だ
。
こ
れ
に
は
2
つ

の
根
拠
が
あ
る
。

　

1
つ
は
、2
0
5
0
年
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
を
平
均
し
て
3
倍
に
高
め
る
こ
と

が
可
能
と
い
う
こ
と
。こ
れ
は
、す
で
に

2
0
年
前
か
ら
主
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

消
費
項
目
で
あ
る
石
油
化
学
、製
鉄
、

紙
パ
ル
プ
な
ど
素
材
産
業
、
発
電
所
、

自
動
車
、冷
暖
房
、冷
蔵
庫
、照
明
、給
湯

な
ど
に
つ
い
て
、そ
の
分
野
の
専
門
家
と

徹
底
的
に
研
究
を
重
ね
た
結
果
、得
ら

れ
た
合
理
的
な
結
論
で
あ
る
。

　

も
う
１
つ
は「
人
工
物
の
飽
和
」
と
い

う
概
念
だ
。こ
れ
は
、あ
る
物
が
人
口
に

対
し
て
十
分
な
量
行
き
渡
っ
た
状
態
の

こ
と
で
あ
る
。
9
0
億
人
程
度
で
人
口

が
飽
和
に
近
づ
き
、ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の

人
々
が
現
在
の
先
進
国
的
な
生
活
を
享

受
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
る

2
0
5
0
年
頃
に
は
、地
球
上
の
人
工

物
は
飽
和
す
る
。
そ
の
典
型
が
自
動
車

で
、す
で
に
先
進
国
で
は
2
人
に
1
台

ま
で
普
及
し
て
い
て
飽
和
状
態
に

あ
る
。
中
国
や
イ
ン
ド
な
ど
で
は

今
後
、販
売
台
数
が
増
え
て
い
く
が
、

2
0
5
0
年
以
前
に
や
は
り
2
人
に
1

台
ま
で
普
及
す
る
だ
ろ
う
。
そ
の
後
は

廃
車
し
た
分
だ
け
新
車
が
売
れ
る
と
い

う
構
造
に
な
り
、需
要
そ
の
も
の
は
飽

和
す
る
わ
け
だ
。

　

地
球
上
の
人
工
物
や
需
要
が
飽
和
し

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
が
3
倍
に
な
れ
ば
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
は
3
分
の
1
に
減

る
。こ
の
こ
と
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
将
来
像

を
考
え
る
う
え
で
一
番
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
。

　

2
0
5
0
年
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
は

1
／
3
に
減
る

2
2
世
紀
は

太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

時
代
に
な
る

効
率
化
ほ
ど
大
き
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
は
な
い

天
然
資
源

自
給
国
家
を
め
ざ
せ

エ2
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省エネこそ

最大のエネルギー源。

効率化で過渡期を乗り切れ
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・
1
1
大
震
災
を
機
に
、日
本

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
巡
る
環
境
は

一
変
し
た
。
供
給
力
不
足
の
長
期
化
、縮

原
発
の
方
向
が
避
け
ら
れ
な
い
中
で
、

省
エ
ネ
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
期

待
は
か
つ
て
な
く
高
ま
っ
て
い
る
。

C
O
2
削
減
や
資
源
制
約
を
考
え
た
と

き
に
、原
発
縮
小
分
の
代
替
手
段
と
し

て
は
、省
エ
ネ
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
一
方
の
柱
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
省

エ
ネ
は
C
O
2
フ
リ
ー
の
供
給
源
と
み

る
こ
と
が
で
き
、両
者
は
、国
産
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
と
し
て
自
給
率
を
向
上
さ
せ

る
役
割
を
も
担
う
。
特
に
再
エ
ネ
は
、

従
来
環
境
面
の
み
に
焦
点
が
当
た
る
観

も
あ
っ
た
が
、主
要
な
供
給
力
と
し
て

本
気
に
な
っ
て
量
を
確
保
す
る
ス
テ
ー
ジ

に
移
っ
た
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
に
関
し

て
は
、必
ず
二
つ
の
懸
念
が
提
示
さ
れ
る
。

コ
ス
ト
と
不
安
定
性
で
あ
る
。コ
ス
ト
に

関
し
て
は
、太
陽
光
発
電
等
個
々
の
技

術
を
開
発
し
て
い
く
と
と
も
に
、コ
ス
ト

の
安
い
陸
上
風
力
を
先

行
さ
せ
そ
の
間
に
他
の

技
術
開
発
を
進
め
る
と

い
う
戦
略
も
あ
り
う
る
。

ま
た
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ

ス
テ
ム
全
体
を
効
率

化
」
す
る
視
点
が
重
要

に
な
る
。
発
電
等
国
内

に
あ
る
電
力
設
備
や
、

偏
在
す
る
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
等
の
国
内
資
源

を
、
国
全
体
で
い
か
に

有
効
活
用
す
る
か
が
重

要
に
な
る
。
E
U
の
よ

う
に
隣
国
を
含
め
た
広
い
視
点
も
議
論

に
な
ろ
う
。
ま
た
、家
庭
を
含
む
個
々
の

主
体
が
使
い
方
や
作
り
方
に
関
し
て
積

極
的
に
活
動
す
る
こ
と
で
、全
体
の
効

率
化
を
進
め
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

　

わ
が
国
で
は
、3
・
1
1
大
震
災
に

よ
り
、大
規
模
・
長
距
離
・一
方
通
行
シ
ス

テ
ム
だ
け
で
は
不
安
が
あ
る
こ
と
、地
域

間
連
系
線
や
自
家
発
電
・
ウ
ィ
ン
ド

フ
ァ
ー
ム
等
と
円
滑
な
接
続
が
重
要
で

あ
る
こ
と
、無
視
さ
れ
て
き
た
観
の
あ

る
消
費
者
の
協
力
が
十
分
見
込
め
る
こ

と
が
判
明
し
た
。こ
の
総
括
を
き
ち
ん

と
行
う
こ
と
が
全
体
効
率
化
の
第
一
歩

と
な
る
。

　

不
安
定
性
に
関
し
て
は
、い
く
つ
か
の

解
決
手
段
が
あ
る
。
高
圧
送
電
網

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）を
大
き
く
捉
え
て
不

安
定
性
を
吸
収
す
る
。
個
々
の
協
力
・

参
加
を
得
な
が
ら
、ロ
ー
カ
ル
で
需
給
の

バ
ラ
ン
ス
を
図
る
こ
と
で
、再
エ
ネ
を
多

く
利
用
す
る
と
同
時
に
系
統
へ
の
影
響
を

小
さ
く
す
る
。
揚
水
発
電
や
バ
ッ
テ
リ
ー

等
の
ス
ト
レ
ー
ジ（
蓄
電
池
）
を
活
用

す
る
。
需
要
シ
フ
ト
等
需
要
側
の
反
応
・

協
力
に
よ
り
吸
収
す
る（
デ
マ
ン
ド
レ
ス

ポ
ン
ス
）
。
多
様
な
再
エ
ネ
が
広
範
囲

に
大
量
導
入
さ
れ
れ
ば
、そ
れ
ぞ
れ
オ

フ
セ
ッ
ト
し
あ
う
平
滑
化
効
果
が
期
待

で
き
る
。こ
れ
ら
は
、先
行
し
て
検
討
し

て
き
た
欧
州
が
出
し
た
結
論
で
も
あ
る
。

　

欧
州
は
、大
き
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
ス
ー

パ
ー
グ
リ
ッ
ド
）構
築
が
最
も
低
コ
ス
ト

と
判
断
し
て
い
る
。一
方
で
、着
手
し
や

す
い
ロ
ー
カ
ル
・
バ
ラ
ン
ス
も
平
行
し
て

進
め
る
が
、こ
れ
が（
狭
義
の
）ス
マ
ー
ト

グ
リ
ッ
ド
と
称
さ
れ
て
お
り
、需
給
家

（
プ
ロ
シ
ュ
ー
マ
ー
）が
活
躍
し
、再
エ
ネ

と
省
エ
ネ
を
同
時
に
促
進
す
る
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
。上

、長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の

方
向
性
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
課
題
克
服
に
つ
い
て
、解
説
し
て

き
た
が
、そ
れ
を
支
え
る
シ
ス
テ
ム
は

ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
と
い
う
一
言
に
凝
縮

で
き
る
。
全
量
固
定
価
格
買
取
を
特
徴

と
す
る
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別

措
置
法
」
が
8
月
2
3
日
、2
6
日
に

両
院
を
通
過
し
た
。
再
エ
ネ
が
本
格
的

に
普
及
す
る
時
代
が
到
来
す
る
。
そ
れ

は
、ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
時
代
の
幕
開
け

を
意
味
す
る
。

マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
は
、電
力
を
主

と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム

を
、I
C
T
や
蓄
電
・
蓄
熱
技
術
を
駆

使
し
、需
給
双
方
向
で
情
報
を
交
換
し

な
が
ら
、効
率
的
に
運
用
す
る
も
の
で

あ
る
。
需
要
家
の
役
割
が
飛
躍
的
に
大

き
く
な
る
こ
と
か
ら
、地
域
や
社
会
シ

ス
テ
ム
の
変
革
に
も
繋
が
る
。
欧
米
、特

に
欧
州
が
積
極
的
で
あ
る
が
、こ
れ
は
、

資
源
・
環
境
制
約
の
中
で
野
心
的
な

C
O
2
削
減
・
省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
目
標
が

あ
る
、再
エ
ネ
を
含
む
分
散
設
備
が
普

及
し
既
に
身
近
に
あ
る
、自
由
化
や
構

造
改
革
が
進
み
個
々
の
主
体
が
活
動
し

や
す
い
、
需
給
逼
迫
感
が
あ
り
常
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
意
識
し
て
い
る
等
が
そ
の

背
景
に
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
要
因
は
概
ね
他
の
地
域
に

も
当
て
は
ま
る
が
、日
本
に
お
い
て
は
希

薄
で
、ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
の
必
要
性
が

い
ま
ひ
と
つ
分
か
り
に
く
い
原
因
と
な
っ

て
い
た
。こ
れ
が
、3
・
1
1
東
日
本
大

震
災
を
機
に
状
況
が
一
変
し
、欧
州
あ
る

い
は
世
界
の
状
況
に
一
気
に
近
づ
い
た
。

そ
れ
以
上
に
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

特
に
、供
給
力
不
足
、原
子
力
の
安
全

性
へ
の
懸
念
が
も
た
ら
し
た
影
響
は
大

き
い
。

　

計
画
停
電
や
節
電
を
通
じ
て
、日
本

人
や
地
方
は
、常
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
意
識

し
、そ
の
使
い
方
、作
り
方
、溜
め
方
を

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
原
発
事
故
の

影
響
で
、身
近
に
あ
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
を
本
気
に
な
っ
て
考
え
始
め
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
重
要
性
を
改
め
て
痛
感

す
る
と
と
も
に
、国
任
せ
電
力
会
社
任

せ
か
ら
、自
ら
考
え
行
動
す
る
必
要
性

を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。多
く
の
自
治
体

が
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最
大
の
政
策
課
題
に

挙
げ
て
い
る
。こ
の
新
し
い
動
き
を
支
え
る

シ
ス
テ
ム
が
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
で
あ
る
。

ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド

普
及
の
環
境
が
整
う

│
強
ま
る
個
々
の

主
体
の
自
覚
│

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
か
ら

み
た
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド

家庭内の電力
消費状況を把握

家庭内の
太陽光発電
状況を把握

3・11後の

エネルギーシステム

「スマートグリッド」

ス

以

3 寄 稿

山家 公雄

エネルギー戦略研究所㈱取締役研究所長
日本政策投資銀行参事役

KIMIO YAMAKA
1980年東京大学経済学部卒業後、日本開発銀
行（現日本政策投資銀行）入行。電力、物流、食
品業界等の担当を経て、2004年環境・エネル
ギー部次長、調査部審議役等を歴任。2009年
より現職。融資業務、海外事務所勤務などの経
験から、政策的、国際的およびプロジェクト的
な視点から総合的に環境・エネルギー政策を
見ている。主な著書に、「エネルギー復興計
画」、「迷走するスマートグリッド」、「オバマの
グリーン・ニューディール」等がある。

Profile

ネクスト・ジャパ
ン最前線

Contribution

検針の自動化
102525

電気機器の
遠隔操作

パソコンなどに
つないで電力使用
量を可視化
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世界シェア10％に向けて
総年産能力約1GWを実現 ソーラーフロンティア株式会社

Case Study

低
減
余
地
が
大
き
い
、な
ど
の
生

産
面
で
の
特
徴
が
生
ま
れ
る
。

　

他
方
、性
能
面
で
の
ユ
ニ
ー
ク

な
特
徴
は
設
置
後
発
電
量
が
増

加
す
る
点
だ
。太
陽
電
池
パ
ネ
ル

に
は
そ
れ
ぞ
れ
出
荷
時
に
測
定

さ
れ
る
規
格
出
力
が
あ
る
が
、同

社
の
1
5
0
W
品
の
場
合
、実
際

の
太
陽
光
に
当
て
る
と

1
5
0
W
以
上
の
出
力
が
あ
る
。

設
置
容
量（
k
W
）当
り
の
実
発
電
量（
k
W
h
）で
見
る
と
、シ
リ
コ

ン
系
に
比
べ
て
年
間
発
電
量
で
約
8
％
多
い
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
る
。

こ
れ
は「
光
照
射
効
果
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
シ
リ
コ
ン
系
に
は
な
い

現
象
だ
。

　

こ
う
し
た
光
照
射
効
果
に
加
え
、①
C
I
S
が
優
れ
た
分
光
感
度
特
性

を
持
ち
、シ
リ
コ
ン
系
よ
り
も
幅
広
い
光
の
成
分
を
吸
収
す
る
た
め
、曇

天
下
や
朝
夕
の
弱
い
太
陽
光
で
も
発
電
す
る
、②
太
陽
電
池
パ
ネ
ル
の

一
部
に
影
が
で
き
た
場
合
、シ
リ
コ
ン
系
で
は
モ
ジ
ュ
ー
ル
全
体
の
出
力
が

絶
た
れ
る
が
、C
I
S
で
は
そ
の
素
子
特
性
に
よ
っ
て
安
定
し
た
発
電
が

で
き
る
、③
太
陽
電
池
は
気
温
の
上
昇
と
と
も
に
発
電
効
率
が
低
下
す

る
が
、C
I
S
は
シ
リ
コ
ン
系
に
比
べ
て
そ
の
割
合
が
小
さ
い
、な
ど
の
特

徴
が
あ
り
、エ
ネ
ル
ギ
ー
ペ
イ
バ
ッ
ク
期
間
は
１
年
以
下
と
最
も
短
い
期

間
に
な
る
。

　
「
こ
の
光
照
射
効
果
に
よ
る
出
力
上
昇
は
大
き
い
。一
般
家
庭
の
場
合
、

余
剰
電
力
買
取
制
度
が
あ
る
の
で
、そ
の
分
、買
取
量
が
多
く
な
る
し
、

企
業
で
あ
れ
ば
自
社
で
使
え
る
電
気
量
が
そ
の
分
多
く
な
り
ま
す
。

来
年
7
月
以
降
、全
量
固
定
価
格
買
取
が
始
ま
れ
ば
、経
済
効
果
も

大
き
い
と
言
え
ま
す
」（
平
野
氏
）

　

経
済
性
に
優
れ
る
C
I
S
太
陽
電
池

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
期
待
の
高
ま
り
を
受
け
て
、各
国

の
太
陽
電
池
メ
ー
カ
ー
も
シ
ェ
ア
確
保
に
活
発
な
動
き
を
見
せ
て
い
る
。

そ
う
し
た
中
で
、ソ
ー
ラ
ー
事
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー

と
し
て
世
界
シ
ェ
ア
1
0
％
を
目
指
し
て
い
る
の
が
、昭
和
シ
ェ
ル
石
油
の

1
0
0
％
子
会
社
で
あ
る
ソ
ー
ラ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
だ
。

　

他
に
先
駆
け
て
1
9
7
8
年
か
ら
太
陽
電
池
の
研
究
開
発
を
開
始
。

当
初
は
、現
在
の
主
流
と
な
っ
て
い
る
シ
リ
コ
ン
系
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、

途
中
で
化
合
物
系
の
C
I
S
薄
膜
太
陽
電
池（
以
下
、C
I
S
）に
特
化
、

2
0
0
5
年
に
事
業
化
を
決
定
し
、現
在
に
至
っ
て
い
る
。「
C
I
S
に

特
化
し
た
の
は
将
来
の
競
争
力
を
考

え
た
か
ら
」
と
語
る
の
は
、同
社
常
務

執
行
役
員
の
平
野
敦
彦
氏
だ
。「
9
3

年
か
ら
C
I
S
の
研
究
開
発
を
進
め
る

中
で
、将
来
的
に
コ
ス
ト
削
減
、発
電
効

率
向
上
の
余
地
が
非
常
に
大
き
い
こ
と

が
判
明
。経
済
性
に
優
れ
る
C
I
S
は
、

既
に
成
熟
し
つ
つ
あ
る
シ
リ
コ
ン
系
に
替

わ
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
考
え
た

の
で
す
」

　

ユ
ニ
ー
ク
な
特
徴
の
数
々

　

C
I
S
の
主
成
分
は
、銅（
C
o
p
p
e
r
）、イ
ン
ジ
ウ
ム（
I
n
d
i
u
m
）、

セ
レ
ン（
S
e
l
e
n
i
u
m
）。こ
こ
か
ら
、①
シ
リ
コ
ン
を
使
わ
な
い
た
め

シ
リ
コ
ン
価
格
変
動
の
影
響
を
受
け
ず
、安
定
的
に
量
産
で
き
る
、

②
薄
膜
な
の
で
使
用
す
る
材
料
が
少
な
く
、生
産
工
程
も
シ
ン
プ
ル
で
コ
ス
ト

　

C
I
S
に
続
く
新
技
術
の
研
究
も
開
始

　

C
I
S
に
続
く
次
世
代
太
陽
電
池
の
研
究
開
発
も
始
ま
っ
て
い
る
。

昨
年
1
0
月
に
は
、米
・
I
B
M
社
と
C
Z
T
S（
C
o
p
p
e
r
, 

Z
i
n
c, 

T
i
n, 

S
u
l
f
u
r, 

S
e
l
e
n
i
u
m
＝
銅
、亜
鉛
、

ス
ズ
、硫
黄
、セ
レ
ン
）薄
膜
太
陽
電
池
セ
ル
の
共
同
研
究
を
行
う
こ
と
で
合
意

し
た
。I
B
M
は
昨
年
2
月
、C
Z
T
S
を
用
い
た
太
陽
電
池
セ
ル
と
し

て
は
記
録
的
な
9.
6
％
の
変
換
効
率
を
達
成
し
た
と
発
表
。こ
の

I
B
M
の
研
究
成
果
と
同
社
の
薄
膜
生
成
・
製
造
技
術
を
協
働
さ
せ

る
こ
と
で
、レ
ア
メ
タ
ル
を
使
用
せ
ず
入
手
が
容
易
で
安
価
な
材
料
を

用
い
、か
つ
価
格
競
争
力
に
優
れ
た
太
陽
電
池
技
術
の
開
発
を
目
指
し

て
い
る
。

　

急
拡
大
す
る
市
場
へ
の
参
入
企
業
も
相
次
ぐ
中
、薄
膜
太
陽
電
池
の

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
の
同
社
の
今
後
に
注
目
し
た
い
。

　当社は今年 2月、年間生産能力

900MWで設計された世界最大級の

CIS薄膜太陽電池工場となる国富工

場（宮崎第３工場）の一部稼働を開始、

７月から全てのラインが生産体制に

移行しました。約1 , 0 0 0億円の投資

判断からフル稼働までに要した期間は

21か月。この驚異的なスピードこそ、

当社が培った量産技術力の高さを示す

ものといえます。

　国富工場では徹底した自動化による大量生産で、さらなるコスト削減を実現してい

ます。また、フル稼働後、既存の2つの工場と合わせた総年産能力は約1GWとなりま

した。これにより、国内需要に対しては十分な供給能力を持つと同時に、海外におい

ても積極的に市場開拓できるバックボーンを得たことになります。

　既に世界シェア10％に向けた動きも加速させています。昨年は、再生可能エネル

ギー導入で先行する欧州、市場の成長性が著しい米国での販路拡大へ向けて、ドイツ

とカリフォルニア州に販売子会社を設立。また、新たな市場として期待されるサンベルト

地帯（日射量の豊富な西アジア、中東、北アフリカ、南米などの地域）での展開も進め

ており、今年7月にはサウジアラビアに事務所を開設しました。サウジアラビアの年間

日照時間は東京の約2倍。発電システムは同じでも発電コストは東京の半分で済み、

実発電量の多いCISの優位性は非常に高いといえます。

　今後の課題は2つあります。1つは、当社の提供する太陽光発電システムでグリッド

パリティ（注）を実現することです。大半の地域で2020年頃までには実現すると予想

されていますが、私たちはそれよりも早い時期の実現に自信を持っています。日本でも、

一般世帯においては今後1～2年の間に達成できると思います。

　2つ目の課題は蓄電です。電力エネルギー供給に関しては、多様な電源の組み合わ

せで、社会に対して安定的に供給していくことがあるべき姿だと思いますが、太陽電池

の1つの弱点は夜間発電にあるので、蓄電については他の会社と協力しながら説得

力ある提案をしていきたいと考えています。

（注）グリッドパリティ : 再生可能エネルギーによる発電コストが既存の電力料金と同等かそれ以下になる分岐点

ソーラーフロンティア株式会社

常務執行役員

平野 敦彦氏

ギガワット

CIS薄膜太陽電池

CIS薄膜太陽電池の住宅設置

国富工場（宮崎県）
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エ
ネ
ル
ギ
ー
の
将
来
に
向
け
た

D
B
J
の
取
り
組
み

事
例

1

　

D
B
J
で
は
、環
境
・
社
会
へ
の
配
慮
が
な
さ
れ
た
不
動
産

（
グ
リ
ー
ン
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
）を
対
象
に
、D
B
J
が
独
自
に
開
発

し
た
総
合
ス
コ
ア
リ
ン
グ
モ
デ
ル
を
利
用
し
、4
段
階
の
評
価

ラ
ン
ク
を
付
与
す
る
認
証
制
度
を
創
設
し
た
。

　

D
B
J
で
は
、グ
リ
ー
ン
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
、ス
ペッ
ク
や
環
境
性
能

に
加
え
て
、防
災
や
防
犯
へ
の
対
応
、入
居
テ
ナ
ン
ト
の
快
適
性・

利
便
性
、周
辺
環
境
と
の
調
和
、ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー（
テ
ナ
ン
ト
、

投
資
家
等
）と
の
協
働
、環
境
Ｉ
Ｒ
活
動
等
へ
の
配
慮
が
な
さ
れ

た
不
動
産
と
考
え
、D
B
J
の
お
客
さ
ま
が
所
有
す
る
オ
フ
ィ

ス
ビ
ル
を
本
制
度
の
対
象
と
し
て
い
る
。本
制
度
で
は
、

グ
リ
ー
ン
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
が
持
つ
性
能
・
特
長
を「
エ
コ
ロ

ジ
ー
」「
ア
メ
ニ
テ
ィ
＆
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
&
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」の
3
項
目
5
分
野
で
整
理
し
、

各
1
0
0
点
、合
計
5
8
の
質
問
を
設
け
て
評
価
す
る

（
図
表
①
）。ま
た
、特
に
優
れ
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
は

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ポ
イ
ン
ト
」と
し
て
評
価
す
る
。例
え
ば
、

「
エ
コ
ロ
ジ
ー
」の
項
目
で
は
、空
調
、換
気
、断
熱
、照
明
な

ど
の
省
エ
ネ
項
目
に
つ
い
て
評
価
し
て
い
る
。

　

お
客
さ
ま
に
と
っ
て
の
本
制
度
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
は
、お
客

さ
ま
が
所
有
す
る
グ
リ
ー
ン
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
に
対
す
る
評
価

結
果
の
公
表
を
通
じ
て
、ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
お
客
さ
ま

か
ら
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
へ
の
社
会
的
ア
ピ
ー
ル（
Ｉ
Ｒ・Ｃ
Ｓ
Ｒ

活
動
等
）が
で
き
る
こ
と
に
あ
る
。例
え
ば
、Ｉ
Ｒ
の
面
で

は
、物
件
価
値
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
修
繕
や
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｘ

（
資
本
的
支
出
）、オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
工
夫
等
を
評
価
す
る

こ
と
で
物
件
価
値
向
上
の「
見
え
る
化
」を
お
手
伝
い
す
る
。

ま
た
、Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
面
で
は
、お
客
さ
ま
の
環
境
・
社
会
配
慮
に
対

す
る
取
り
組
み
を
評
価
す
る
こ
と
で
、お
客
さ
ま
お
よ
び
対
象

物
件
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
向
上
を
お
手
伝
い
す
る
。

　

本
制
度
創
設
の
背
景
に
あ
る
の
は
、不
動
産
を
取
り
巻
く

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
社
会
的
要
請
、テ
ナ
ン
ト
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
に
対
応
す
る
事
業
者
サ
イ
ド
の
動
き
で
あ
る
。不
動
産
市
場
で

は
、単
な
る「
経
済
性
」だ
け
で
な
く
、「
環
境・社
会
へ
の
配
慮
」を

併
せ
持
つ
グ
リ
ー
ン
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
供
給
が
進
み
つ
つ
あ
る
一
方

で
、不
動
産
金
融
に
お
い
て
は
、そ
う
し
た
事
業
者
サ
イ
ド
の
先

駆
的
な
取
り
組
み
を
十
分
に
評
価
で
き
て
い
な
い
。D
B
J
で

は
、ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
お
客
さ
ま
か
ら
の「
オ
ー
ナ
ー
サ
イ
ド

の
ソ
フ
ト
面
で
の
取
り
組
み
努
力
を
、分
か
り
や
す
く
、ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
へ
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
仕
組
み
が
必
要
」と
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
べ
く
、こ
れ
ま
で
不
動
産
金
融
分
野
で
培
っ
て
き
た
経
験・ノ
ウ
ハ

ウ
等
に
基
づ
き
、本
制
度
を
2
0
1
1
年
4
月
に
創
設
し
た
。

　

今
後
、国
内
不
動
産
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の
本
制
度
の
広
が
り
を
通

じ
て
、D
B
J
は
お
客
さ
ま
の
不
動
産
管
理
・
運
営
努
力
の

「
見
え
る
化
」を
お
手
伝
い
す
る
と
と
も
に
、中
期
的
に
は
グ
リ
ー
ン

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
普
及
促
進
お
よ
び
ス
ト
ッ
ク
蓄
積
に
貢
献
す
べ
く
、

グ
リ
ー
ン
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
が
適
切
に
評
価
さ
れ
る
不
動
産
金
融

市
場
の
整
備・育
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

《
要
旨
》

　

現
状
、日
本
で
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
が
全
発
電
量
に

占
め
る
比
率
は
低
い
が
、電
力
供
給
シ
ス
テ
ム
の
低
炭
素
化
や
産

業
競
争
力
の
観
点
か
ら
、太
陽
光
発
電
な
ど
の
導
入
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。ま
た
東
日
本
大
震
災
を
受
け
、地
域
の
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
す
る
電
力
供
給
源
と
し
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
に
伴
い
、政
策
面
で
も
従
来
は
Ｒ
Ｐ
Ｓ
制
度（
※
1
）が
中

心
だ
っ
た
が
、0
9
年
1
月
に
太
陽
光
発
電
向
け
に
導
入
さ
れ
た

固
定
価
格
買
取（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）制
度（
※
2
）の
対
象
を
、風
力
な
ど

他
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電
に
拡
大
す
る
こ
と
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
政
策

措
置
は
、コ
ス
ト

の
高
い
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発

電
の
導
入
拡
大

に
不
可
欠
だ
が
、

一
方
で
米
国
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
に
対

す
る
政
策・フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
事
例
か
ら
は
、投
資
家
等
の
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
に
配
慮
し
た
制
度
設
計
も
重
要
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

た
と
え
ば
、①
米
国
の
連
邦
レ
ベ
ル
で
は
、税
控
除
制
度
等
が
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
の
導
入
拡
大
を
支
え
て
い
る
。税
控
除
制

度
の
恩
恵
を
投
資
家
が
受
け
ら
れ
る
T
a
x 

E
q
u
i
t
y

ス
キ
ー
ム
が
確
立
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、金
融
危
機
後
に
は
税
控
除

の
金
額
を
助
成
金
と
し
て
受
け
取
れ
る
よ
う
制
度
変
更
さ
れ
た

こ
と
が
効
果
を
上
げ
て
い
る（
図
表
②
）。ま
た
、②
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
等
で
は
、デ
ベ
ロ
ッ
パ
が
顧
客
と
な
る
電
力
消
費
者
の
土
地・

施
設
内
に
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
設
置・所
有
し
、Ｐ
Ｐ
Ａ（
電
力
購
入
契

約
）に
よ
り
電
力
を
顧
客
に
販
売
す
る
3
r
d 

P
a
r
t
y 

P
P
A
の
ス
キ
ー
ム
が
、太
陽
光
発
電
の
拡
大
に
寄
与
し
て
い
る
。

同
ス
キ
ー
ム
を
通
じ
て
、電
力
消
費
者
は
初
期
投
資
コ
ス
ト
を
負

担
せ
ず
に
ク
リ
ー
ン
な
電
力
を
調
達
で
き
る（
図
表
③
）。

　

他
に
も
、米
国
の
事
例
か
ら
は
以
下
の
教
訓
が
得
ら
れ
る
。

　

①
米
国
で
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
電
量
に
応
じ
て
、発

電
事
業
者
の
支
払
い
税
額
を
控
除
す
る
生
産
税
控
除（
Ｐ
Ｔ
Ｃ
）

制
度
が
あ
る
が
、風
力
発
電
の
導
入
量
は
同
制
度
が
打
ち
切
ら

れ
る
度
に
落
ち
込
ん
で
き
た
。こ
こ
か
ら
、制
度
の
継
続
性・安
定

性
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
に
対
す
る
投
資
促
進
に
欠
か

せ
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

　

②
日
照
量
や
風
況
に
よ
り
発
電
量
が
変
動
す
る
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
の
導
入
が
拡
大
す
る
と
、系
統
制
約
が
問
題
と

な
る
可
能
性
が
あ
る
。現
に
全
米
の
3
割
の
風
力
発
電
容
量
を

有
す
る
テ
キ
サ
ス
州
で
は
、電
力
供
給
や
系
統
の
安
定
性
確
保
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。今
後
、技
術
開
発
に
よ
る
蓄
電
コ
ス
ト
の
削

減
努
力
に
加
え
、最
適
な
系
統
安
定
化
対
策
や
コ
ス
ト
負
担
等

に
関
す
る
議
論
を
深
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

産
業
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
観
点
か
ら
見
る
と
、再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
の
導
入
拡
大
は
、部
材
供
給
か
ら
完
成
品
製
造
、発
電

所
建
設・運
営
に
至
る
各
段
階
で
日
本
企
業
の
事
業
機
会
と
な
り

得
る
。日
本
企
業
は
風
力
発
電
に
お
け
る
ベ
ア
リ
ン
グ
や
太
陽
光

発
電
に
お
け
る
バッ
ク
シ
ー
ト
、封
止
材
、透
明
導
電
膜
付
き
基
板

等
の
部
材
製
造
を
中
心
に
技
術
的
な
優
位
性
を
持
つ
。今
後
は
技

術
の
優
位
性
を
維
持
し
つ
つ
、バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
垂
直
統
合
や

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
上
の
工
夫
等
に
よ
る
、発
電
シ
ス
テ
ム
全
体
で
の

コ
ス
ト
競
争
力
向
上
や
販
売
力
強
化
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

（
※
1
）R
P
S
制
度
：
電
気
事
業
者
の
供
給
電
力
量
の
う
ち
、再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る

発
電
量
の
割
合
を
規
定
す

る
制
度

（
※
2
）F
I
T
制
度
： 

再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
り
発

電
さ
れ
た
電
力
を
、電
力
会

社
が一定
期
間
、固
定
さ
れ
た

価
格
で
買
い
取
る
制
度

D
B
J
で
は
、金
融
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
た
環
境・省
エ
ネ

対
策
へ
の
支
援
を
行
っ
て
き
て
い
る
。こ
こ
で
は
最
近
の

取
り
組
み
と
し
て
、D
B
J
が
あ
ら
た
に
創
設
し
た

「
D
B
J　

グ
リ
ー
ン
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
認
証
制
度
」と
３
つ

の
調
査
レ
ポ
ー
ト（
要
旨
）を
紹
介
す
る
。

D
B
J  

グ
リ
ー
ン
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

認
証
制
度

│
│
環
境・社
会
に
配
慮
し
た
不
動
産
の

評
価・認
証
制
度
の
創
設

事
例

2

米
国
に
お
け
る

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電

│
│
政
策・技
術・フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
動
向
と
日
本
へ
の
示
唆
│
│

調
査
レ
ポ
ー
ト

12

DBJ Green Building認証のスコアリングモデル
図表①

Ecology

評価の視点：建物の環境負荷低減
●ビルの持つ環境性能等
●省エネ・省資源・再生エネルギー等

設問項目例
●昼光利用の照明制御
●独自のリサイクル方法の選択
●中水・雨水の再利用

Amenity & Risk Management

評価の視点：建物の環境負荷低減
●テナント利用者にとっての安全・安心
●テナント利用者にとっての
　快適性・利便性

設問項目例
●耐震性能・予備電源
●ICカード等による防犯管理
●公共交通アクセスの至便性

Community & Partnership

評価の視点：建物の環境負荷低減
●周辺環境・地域とのかかわり
●オーナーとステークホルダーとの関係

設問項目例
●バリアフリー設計
●テナントとの省エネに係る連携
　（節電対策等）

100点満点 100点満点 100点満点＋ ＋

＋
特に優れた取り組みに対して、「イノベーションポイント」

Innovation

◆5分野を3つの項目（計58問）にまとめ、それぞれ100点満点とすることで、
　Green Buildingとしてのその物件の「強み」と「課題」をわかりやすく評価。
◆設問項目外にも優れた革新的な取り組みを加点する仕組みを導入（イノベーションポイント）。
　→ オーナー独自の取り組みをピックアップし、PR等にも活用可能

図表②Tax Equity投資のスキーム例

パートナー
シップ

連邦政府

再エネ施設

投資家
（投資銀行等） 省エネ事業者

出所：日本政策投資銀行

出所：日本政策投資銀行

所有

税控除

税控除

出資 出資リターン

キャッシュ
フロー

図表③

出所：日本政策投資銀行

電力会社

施設

太陽光発電
モジュール

電
力

余
剰
電
力

顧客

建設労務

パネル
政府

税
控
除

デベロッパ
（パネル所有）

再生可能
エネルギー
クレジット

3rd Party PPAのビジネスモデル
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《
要
旨
》

　

関
西
に
は
、大
阪
湾
岸
を
中
心
に
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

電
池（
以
下
、「
L
I
電
池
」）・
太
陽
電
池
の
大
規
模

投
資
が
集
中
し
、「
バ
ッ
テ
リ
ー
ベ
イ
」と
呼
ば
れ
る
一
大

生
産
拠
点
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は

電
機・電
池
メ
ー
カ
ー
各
社
の
本
社・研
究
機
能
の
立
地
、大
学
等

研
究
機
関
・
人
材
の
充
実
、大
規
模
工
場
用
地
の
存
在
、交
通

イ
ン
フ
ラ
の
拡
充
等
様
々
な
点
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、生
産
拠
点
を

支
え
る
部
材
や
装
置
と
いっ
た
サ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー

の
存
在
も
大
き
い
。

　

特
に
、L
I
電
池
は
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
先
に
応
じ
た
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
品
と
な
る
た
め
、そ
の
製
造
装
置
も
受
発
注
者
間
の

摺
り
合
わ
せ
を
経
て
作
ら
れ
て
い
く
。関
西
に
は
L
I
電
池
製

造
技
術
で
高
い
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
中
堅・中
小
装
置
メ
ー
カ
ー
が
多

く
、さ
ら
に
そ
れ
ら
企
業
の
精
緻
で
高
度
な
技
術
は
、関
西
の
伝

統
産
業
で
あ
る
繊
維
や
製
薬
産
業
等
を
支
え
て
き
た
技
術

（「
分
散
」「
延
伸
」「
乾
燥
」「
塗
工
」「
巻
取
」等
）か
ら
展
開
さ

れ
て
い
る
事
例
が
多
い
。

　

電
池
を
取
り
巻
く
諸
外
国
の
政
策
は
積
極
的
で
あ
り
、関

西
電
池
産
業
の
振
興
は
１
つ
の
地
域
活
性
化
策
と
し
て
だ
け
で

な
く
、日
本
と
し
て
も
産
業
競
争
力
の
維
持
・
向
上
へ
向
け
、積

極
的
に
支
援
す
べ
き
分
野
と
考
え
る
。今
、関
西・日
本
に
求
め

ら
れ
る
の
は
、①
電
池
メ
ー
カ
ー
が
迅
速
で
大
胆
な
投
資
判
断
が

で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
。日
本
の
電
池
メ
ー
カ
ー
が
投
資

に
慎
重
に
な
る
と
、中
堅・中
小
装
置
メ
ー
カ
ー
は
、積
極
的
な
量

産
投
資
を
行
う
海
外
電
池
メ
ー
カ
ー
へ
の
装
置
納
入
を
さ
ら
に

増
や
す
こ
と
に
な
ろ
う
。こ
れ
に
よ
り
、摺
り
合
わ
せ
に
よ
り
蓄

え
ら
れ
て
き
た
日
本
の
製
造
ノ
ウ
ハ
ウ
や
人
材
が
徐
々
に
海
外
に

流
出
し
、今
後
の
成
長
産
業
の
国
内
基
盤
が
弱
体
化
す
る
よ
う

な
事
態
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

次
に
、②
電
池
メ
ー
カ
ー
と
電
池
の
ユ
ー
ザ
ー
産
業
と
の
連
携

を
強
化
す
る
こ
と
。L
I
電
池
は
太
陽
光
発
電
等
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
、自
動
車
、住
宅
、ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
等
ユ
ー
ザ
ー
産
業
と
の

十
分
な
摺
り
合
わ
せ
が
な
さ
れ
て
こ
そ
、新
た
な
価
値
創
造
や

産
業
創
出
に
つ
な
が
る
。関
西
に
は
太
陽
電
池
関
連
産
業
の
集

積
に
加
え
、住
宅
メ
ー
カ
ー
の
実
験
拠
点
も
あ
り
、利
用
者
の

使
い
勝
手
も
考
慮
し
た「
ユ
ー
ザ
ー
目
線
で
の
電
池
と
ユ
ー
ザ
ー

産
業
の
連
携
」進
展
が
期
待
さ
れ
、ま
た
こ
れ
に
よ
り
海
外
電
池

メ
ー
カ
ー
に
対
す
る
日
本
の
電
池
産
業
の
優
位
性
を
強
化
し
た

い
。そ
し
て
、③
電
池
産
業
の
ト
ッ
プ
エ
リ
ア
と
し
て
の
情
報
発
信

を
強
化
す
る
こ
と
や
国
内
外
に
お
け
る
評
判
を
獲
得
す
る
こ
と
、

④
企
業
が
効
率
的
に
研
究
・
生
産
技
術
開
発
を
行
え
る
よ
う

産
産
連
携・産
学
連
携
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
。

　

L
I
電
池
と
そ
の
ユ
ー
ザ
ー
産
業
と
な
り
う
る
太
陽
光
発
電
、

住
宅
産
業
、そ
し
て
自
動
車
産
業
の
拠
点
は
、関
西
を
中
心
と

す
る
エ
リ
ア
に
集
中
し
て
い
る
。今
後
の
成
長
産
業
た
る
蓄
電
池

関
連
産
業
の
国
内
基
盤
強
化
を
関
西
を
中
心
に
実
現
し
、研
究

か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
ま
で
産
業
全
体
の
成
長
性
を
リ
ー
ド
す
る
エ
リ

ア
、そ
し
て
関
連
す
る
産
業
を
さ
ら
に
呼
び
込
む
吸
引
力
の
あ
る

エ
リ
ア
へ
と
、電
池
と
そ
の
ユ
ー
ザ
ー
産
業
が
一
体
と
な
っ
て
国
際

競
争
力
の
向
上
を
目
指
す「
バ
ッ
テ
リ
ー
ス
ー
パ
ー
ク
ラ
ス
タ
ー
」

へ
と
展
開
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い（
図
表
④
）。

 《
要
旨
》

　

L
E
D
は
低
消
費
電
力
か
つ
長
寿
命
で
、従
来
の
白
熱
電
球

等
の
光
源
の
置
き
換
え
に
加
え
、そ
の
独
自
の
特
長
を
活
か
し
た

用
途
開
発
で
新
し
い
市
場
創
出
が
期
待
で
き
る
2
1
世
紀
の
光

源
で
あ
る
。白
色
L
E
D
は
日
本
発
の
技
術
で
あ
り
、日
本
企
業

は
L
E
D
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
材
料・装
置
に
お
い
て
高
い
世
界
シ
ェ
ア

を
持
つ
。

　
一方
、近
年
の
L
E
D
市
場
の
急
拡
大
に
伴
い
、海
外
企
業
に
よ
る

相
次
ぐ
新
規
参
入
や
各
国
の
戦
略
的
な
自
国
産
業
支
援
に
よ
る

覇
権
争
い
が
激
化
し
て
お
り
、こ
れ
ま
で
の
半
導
体・液
晶
産
業
の

歴
史
を
な
ぞ
る
よ
う
に
、日
本
の
L
E
D
関
連
産
業
の
国
際
競
争

力
が
低
下
し
つ
つ
あ
る
。今
後
、日
本
が
産
業
競
争
力
を
維
持
す

る
た
め
に
は
、①
L
E
D
パッ
ケ
ー
ジ
メ
ー
カ
ー
と
材
料・装
置
メ
ー

カ
ー
が
連
携
し
、製
品
開
発
の
加
速
化・高
度
化
と
重
複
投
資
の

排
除
に
よ
る
低
コ
ス
ト
化
に
迅
速
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。特
に

西
日
本
エ
リ
ア
は
L
E
D
関
連
産
業
が
集
積
し
て
お
り
、連
携
を

進
め
る
上
で
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い
。こ
れ
ら
の
企
業
集
積
が
維

持
さ
れ
る
よ
う
、研
究
開
発・国
内
設
備
投
資
を
積
極
的
に
支
援

し
、生
産
ノ
ウ
ハ
ウ・技
術
の
流
出
を
防
ぐ
必
要
が
あ
る
。

　

次
に
、企
業
は
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
付
加
価
値
を
意
識

し
、自
社
の
競
争
力
を
活
か
せ
る
分
野
に
経
営
資
源
を
優
先
配

分
す
べ
き
で
あ
る
。特
に
ユ
ー
ザ
ー
産
業
と
し
て
も
っ
と
も
成
長

が
期
待
さ
れ
る
L
E
D
照
明
市
場
で
は
、今
後
、付
加
価
値
が
よ

り
川
下
分
野
に
シ
フ
ト
す
る
。し
た
が
っ
て
、②
関
西
に
集
積
す

る
照
明
メ
ー
カ
ー
と
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
が
連
携
し
て
、デ
ザ
イ
ン

性
や
快
適
性
の
向
上
と
、省
エ
ネ
で
快
適
な
照
明
文
化
の
創
造
に

よ
る
新
た
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
に
取
り
組
み
、付
加
価
値
の

高
い
も
の
づ
く
り・サ
ー
ビ
ス
へ
の
展
開
が
期
待
さ
れ
る
。

　

ま
た
、大
震
災
後
の
電
力
不
足
対
策
や
地
球
温
暖
化
対
策
に
お

け
る
L
E
D
照
明
の
導
入
効
果
は
大
き
く
、国
内
照
明
の
オ
ー
ル

L
E
D
化
に
よ
り
、日
本
の
電
力
総
消
費
量
の
約
8
〜
1
0
％
が

節
電
可
能
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。③
西
日
本
・
関
西
の
自
治
体

に
は
、国
に
先
駆
け
た
道
路
照
明
の
L
E
D
化
や
環
境
規
制
に

よ
る
L
E
D
照
明
の
間
接
的
な
普
及
促
進
に
よ
り
、節
電
対
策

と
L
E
D
照
明
の
需
要
創
出
を
リ
ー
ド
す
る
役
割
を
期
待
し

た
い
。

　

さ
ら
に
、医
療
や
農
業
分
野
な
ど
に
お
け
る
L
E
D
の
新
市
場

創
出
に
向
け
て
、④
公
的
セ

ク
タ
ー
が
地
域
の
強
み
を
活

か
す
異
業
種
連
携
や
地
域
資

源
を
補
完
す
る
広
域
連
携
を

推
進
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
的
な
役
割
を
担
う
こ
と

で
企
業
を
積
極
的
に
支
援

し
、西
日
本
エ
リ
ア
の
産
官
学

が
L
E
D
の
特
長
を
活
か
し

た
用
途
開
発
で
世
界
を
リ
ー

ド
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

　

最
後
に
、⑤
L
E
D
産
業

と
関
西
が
強
み
と
す
る
環

境
・エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
、都
市

開
発
産
業
、感
性
・
文
化
関

連
産
業
の
力
を
結
集
す
る

こ
と
で
、エ
ネ
ル
ギ
ー
を
自
給

自
足
し
、安
全
・
安
心
で
快

適
な
美
観
に
優
れ
た
ヒ
ト
が

集
ま
る
、L
E
D
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
モ
デ
ル
を
世

界
へ
発
信・展
開
し
、L
E
D

市
場
の
さ
ら
な
る
拡
大
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る（
図
表
⑤
）。

　

上
記
①
〜
⑤
を
産
官
学・地
域
間
連
携
に
よ
り
推
進
す
る
こ
と

で
、L
E
D
関
連
産
業
が
集
積
す
る
西
日
本
が
新
た
な
市
場
と

付
加
価
値
を
創
出
し
、産
業
全
体
の
成
長
を
リ
ー
ド
す
る
国
際
競

争
力
の
あ
る
エ
リ
ア
に
発
展
し
、「
西
日
本
が
リ
ー
ド
す
る
L
E
D

先
進
国・日
本
」へ
と
展
開
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

事
例

3

バ
ッ
テ
リ
ー
ス
ー
パ
ー

ク
ラ
ス
タ
ー
へ
の
展
開

│
│
電
池
と
そ
の
ユ
ー
ザ
ー
産
業
の

国
際
競
争
力
向
上
へ
向
け
て
│
│

調
査
レ
ポ
ー
ト

事
例

4

西
日
本
が
リ
ー
ド
す
る

L
E
D
先
進
国・日
本
へ

│
│
産
官
学
連
携・地
域
間
連
携
に
よ
る

新
た
な
市
場・付
加
価
値
の
創
造
│
│

調
査
レ
ポ
ー
ト

バッテリースーパークラスターへの展開

LEDを活かした新しいまちづくりモデルの創造

図表④

図表⑤

出所：日本政策投資銀行

出所：日本政策投資銀行

関西自治体・国の政策支援
●研究～リサイクルまで電池産業全体の成長性をリードするエリア
●関連する産業を更に呼び込む吸引力のあるエリア
●電池とユーザー産業一体となって国際競争力の向上を目指すエリア

バッテリー

サポーティング
インダストリー
（部材・装置）

電池研究拠点

ハウスメーカー

自動車

自動車

バッテリースーパークラスター

海外メーカーの
アジア拠点

新たな技術・人材

新たな
電池関連メーカー

新たな技術・人材

新たなユーザー産業

関
西
が
強
み
と
す
る

環
境
・エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業

けいはんなエコシティ

環境モデル都市
（堺・京都）

大阪
水と光のまちづくり

チャレンジ25実証地域

うめきたナレッジ
キャピタル

LEDがみえるまち徳島

実証地域

環境・エネルギー産業の
国際競争力強化

エネルギーの効率的運用
（スマートハウス・ビル）

創エネ
（太陽電池等）

省エネ
（LED照明等）

蓄エネ
（リチウムイオン電池等）

公的セクターの支援
（投資・普及支援・情報発信等）

照明メーカー

エネルギー関連産業

ハウスメーカー

総合電機メーカー

東日本大震災後の
電力不足対策 地球温暖化対策

LEDを活かした新しいまちづくりの
モデルを世界へ発信・展開

LEDの市場・応用分野拡大

グリーン・
イノベーション

ライフスタイル・
イノベーション

LED製造メーカー
LED製造装置

LED関連材料

LEDチップ・パッケージ

都市開発産業

感性・文化産業

省エネ
（LED照明、
LEDテレビ、
LEDヘッドランプ等）

エネルギーを
自給自足できる
まちづくり

省エネで快適な
照明文化の創造による
LEDの普及促進

安全・安心・快適で
美観に優れた
ヒトが集まるまちづくり

安全・安心（LED防犯灯）
美観・にぎわい（LEDイルミネーション）
商業活性化（LED可視光通信）

LEDを
まちづくりモデル
に取り込み、
パッケージ化

高性能化
低価格化

国・自治体による
公的照明のLED化
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1
年
を
か
け
た
制
度
設
計

お
客
さ
ま
に
も
協
力
を
仰
ぐ

独
自
の
基
準
で
保
有
物
件
の

価
値
向
上
に
取
り
組
む

　

ケ
ネ
デ
ィ
ク
ス
不
動
産
投
資
法
人（
以
下
、当
社
）は
、

東
京
経
済
圏
の
中
規
模
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
を
中
心
と
し
た

投
資
を
行
う
J-

R
E
I
T
の
パ
イ
オ
ニ
ア
企
業
で
あ

る
。今
回
、D
B
J 

グ
リ
ー
ン
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
認
証（
以
下
、

本
認
証
）を
取
得
し
た
の
は
、K
D
X
晴
海
ビ
ル
、

K
D
X
名
古
屋
栄
ビ
ル
、K
D
X
小
林
道
修
町
ビ
ル

の
3
棟
。い
ず
れ
の
ビ
ル
も
多
く
の
環
境
・
省
エ
ネ
配
慮

の
技
術
を
備
え
な
が
ら
、同
時
に
テ
ナ
ン
ト
利
便
性

も
向
上
さ
せ
て
い
る
。

　

本
認
証
に
お
け
る
評
価
ラ
ン
ク
は
4
段
階（
図
表
）

で
、今
回
は
K
D
X
晴
海
ビ
ル
と
K
D
X
名
古
屋
栄

ビ
ル
が「
シ
ル
バ
ー
」、K
D
X
小
林
道
修
町
ビ
ル
が

「
ブ
ロ
ン
ズ
」の
認
証
を
取
得
し
た
。

　
「
J-

R
E
I
T
は
、不
動
産
を
長
期
保
有
し
な

が
ら
資
産
価
値
の
維
持
・
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
が
、

そ
の
管
理
・
運
営
努
力
は
投
資
家
サ
イ
ド
に
う
ま
く

伝
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
投
資
家
も
各

J-

R
E
I
T
間
の
努
力
の
違
い
を
区
別
で
き
な
い

状
態
に
あ
り
ま
す
。本
認
証
を
取
得
す
れ
ば
、そ
の

努
力
が「
見
え
る
化
」さ
れ
る
。J-

R
E
I
T
も
投

資
家
と
の
対
話
ツ
ー
ル
と
し
て
使
え
る
わ
け
で
す
」

　

そ
う
語
る
の
は
、D
B
J
ア
セ
ッ
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

グ
ル
ー
プ
・
福
吉
隆
行
で
あ
る
。同
グ
ル
ー
プ
が
制
度

設
計
を
始
め
た
の
は
昨
年
4
月
。リ
リ
ー
ス
ま
で
に
丸

1
年
を
か
け
、期
間
の
後
半
に
は
J-

R
E
I
T
、大
手

デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
の
お
客
さ
ま
約
3
0
社
に
も
協
力
を
仰

い
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
を
行
っ
た
と
い
う
。

　

当
社
の
資
産
運
用
会
社
で
あ
る
ケ
ネ
デ
ィ
ク
ス・

リ
ー
ト・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社（
以
下
、K
R
M
）も
、

そ
の
中
の
1
社
だ
。昨
年
秋
、最
初
に
制
度
の
コ
ン
セ

プ
ト
を
聞
い
た
と
き
の
印
象
を
、K
R
M
取
締
役
財
務

企
画
部
長
・田
島
正
彦
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
I
R
を
見
て
い
る
立
場
か
ら
は
、中
規
模
オ
フ
ィ

ス
ビ
ル
や
築
年
数
の
古
い
ビ
ル
も
評
価
の
対
象
に
な
る

点
や
、評
価
軸
が
ア
メ
ニ
テ
ィ
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
の

ソ
フ
ト
面
も
含
め
て
幅
広
い
点
が
す
ご
く
い
い
と
感
じ

ま
し
た
。物
件
価
値
を
高
め
る
と
い
う
点
で
は
プ
ロ
パ

テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
や
リ
ー
シ
ン
グ
運
営
で
行
う

の
が
基
本
で
す
が
、R
E
I
T
の
よ
う
に
、そ
も
そ
も

の
成
り
立
ち
が
フ
ァ
ン
ド
で
、か
つ
透
明
性
が
求
め
ら

れ
る
中
で
こ
う
し
た
評
価
軸
が
あ
れ
ば
、そ
れ
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
市
場
お
よ
び
テ
ナ
ン
ト
か
ら
の

評
価
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
し
た
」

　

ま
た
、K
R
M
投
資
運
用
部
チ
ー
フ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
・

大
森
晋
輔
氏
は
、「
投
資
運
用
の
立
場
か
ら
見
る
と
、

グ
リ
ー
ン
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
や
不
動
産
の
環
境
に
対
す
る

価
値
は
、市
場
で
正
し
く
認
識
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

た
と
え
ば
、環
境
配
慮
を
し
て
い
る
建
物
の
価
格
が

売
買
価
格
に
反
映
さ
れ
る
、あ
る
い
は
環
境
に
気
を

配
っ
て
い
る
分
、テ
ナ
ン
ト
が
物
件
選
択
す
る
際
に
賃
料

を
高
く
設
定
で
き
る
、と
い
っ
た
形
で
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

が
働
い
て
い
る
か
い
う
と
、現
状
で
は
そ
う
で
は
な
い
の

で
、こ
う
い
う
認
証
制
度
に
よ
っ
て
望
ま
し
い
土
壌
が

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
」と
振
り
返
る
。

　

K
R
M
が
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
段
階
か
ら
本
認
証

制
度
に
強
い
関
心
を
示
し
た
の
に
は
理
由
が
あ
る
。

田
島
氏
は
い
う
。「
実
は
２
０
０
７
年
３
月
に

〝
K
D
X
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
〞と
い
う
形
で
、保
有
す
る

of Scenes  
Solution

不動産の環境・社会性能を
「見える化」する
── J-REITに対し、初のDBJ Green Building認証を実施 ──

　DBJは、ケネディクス不動産投資法人が保有する東京・大阪・名古屋の3
物件に対し、DBJ Green Building認証を実施した。同認証制度は、ビルの環境
性能に加えて、防災や防犯、および不動産を取り巻く様々なステークホルダー
からの社会的要請に配慮した不動産（Green Building）の普及促進を目的に、
DBJが独自に開発したスコアリングモデルにより評点化を行い、その上で時代
の要請に応える優れた不動産を選定・認証するもので、2011年4月よりあらた
に創設した制度である。（同認証制度の詳細は本誌P.12参照）。今回の認証
はJ-REITでは初となる。
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ケネディクス・リート・
マネジメント株式会社
取締役　財務企画部長

田島 正彦氏

■図表　認証評価ランクとイメージ

Platinum（プラチナ） ★ ★ ★ ★

Gold（ゴールド） ★ ★ ★

Silver（シルバー） ★ ★

Bronze（ブロンズ） ★

Platinum：国内トップクラスの「環境・社会への配慮」がなされたビル

Gold：極めて優れた「環境・社会への配慮」がなされたビル

Silver：非常に優れた「環境・社会への配慮」がなされたビル

Bronze：優れた「環境・社会への配慮」がなされたビル

出所：日本政策投資銀行

DBJ Green Building
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積
極
的
な
環
境
対
応
で

省
エ
ネ
の
目
標
達
成
へ

制
度
の
活
用
・
認
知
度
高
め

国
内
で
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
化
へ

不
動
産
の
価
値
を
一
定
の
基
準
で
維
持
し
よ
う
と
い
う

取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
し
た
。そ
の
中
の
項
目
に
省

エ
ネ
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
、本
認
証
取
得
へ
の
１
つ

の
素
地
と
な
っ
た
こ
と
は
確
か
で
す
」　

　

田
島
氏
に
よ
る
と
、中
規
模
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
は
、一
般

的
に
管
理
運
営
の
内
容
や
水
準
が
物
件
所
有
者
の
属

性
等
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
と
い
う
。た
と
え
ば
、

1
棟
ま
た
は
少
数
物
件
の
み
を
所
有
す
る
個
人
や
中

小
企
業
に
よ
る
運
営
の
場
合
、建
物
管
理
が
不
十
分

で
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
係
る
資
金
投
下
も
不
足
し
て
い

る
こ
と
が
あ
る
。

ま
た
、大
企
業
が

所
有
す
る
場
合
、

所
有
者
側
の
事

情
で
管
理
の
体
制

や
内
容
が
決
定

さ
れ
る
こ
と
も
多

く
、テ
ナ
ン
ト
ニ
ー

ズ
に
応
え
た
効
率

的
な
運
営
が
行

わ
れ
て
い
な
い
こ

と
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中

で
、K
R
M
で
は

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
規
模
を
最
大
限
に
活
か
し
、建
物

管
理
会
社
の
集
約
を
行
っ
た
う
え
で
現
場
に
密
着
し

た
管
理
運
営
を
実
現
し
、管
理
の
質
と
サ
ー
ビ
ス
内

容
の
更
な
る
向
上
に
努
め
て
い
る
。ま
た
、物
件
ご
と

に
個
別
差
が
見
ら
れ
る
仕
様
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
に
関

し
て
統
一
基
準（
K
D
X
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
）を
設
け
、そ

れ
に
基
づ
く
運
営
管
理
に
よ
る
価
値
向
上
策
を
実
施

す
る
こ
と
で
、賃
料
水
準
の
維
持
お
よ
び
資
産
価
値
の

維
持
・
向
上
を
目
指
し
て
い
る
。

　

K
R
M
資
産
管
理
部
チ
ー
フ
マ
ネ
ジ
ャ
ー・
阿
部
智

氏
は
、今
回
の
認
証
取
得
を
K
D
X
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に

も
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
し
て
、次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
K
D
X
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
既
存
の
評
価
項
目
に
、

今
回
の
認
証
で
使
わ
れ
た
設
問
の
一
部
を
加
え
て
厚

み
を
つ
け
た
い
と
考
え
て
お
り
、今
後
、建
物
の
物
件

概
要
と
設
備
等
の
ス
ペ
ッ
ク
を
再
整
理
し
て
リ
ス
ト
化

し
て
い
く
予
定
で
す
。例
え
ば
、オ
フ
ィ
ス
仕
様
、管
理

体
制
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
カ
メ
ラ
、エ
レ
ベ
ー
タ
、ト
イ
レ
の

洗
面
、駐
車
場
、付
帯
設
備
、省
エ
ネ
対
応
、防
災
対
応

な
ど
を
ベ
ー
ス
に
、ど
れ
を
最
低
限
の
ス
ペ
ッ
ク
と
し
て

K
D
X
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
す
る
か
を
決
め
て
い
き
た
い
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、本
認
証
で
ラ
ン
ク
イ
ン
す
る
物
件

の
数
を
増
や
し
て
い
き
た
い
の
で
す
」

　

今
回
の
認
証
に
お
い
て
評
価
ポ
イ
ン
ト
の
1
つ
と

な
っ
た
の
が
、K
R
M
の

積
極
的
な
環
境
対
応

で
あ
る
。
具
体
的
に

は
、オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
省

エ
ネ
対
応
に
加
え
て
、

テ
ナ
ン
ト
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
効
率
化
に
つ
い

て
外
部
の
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
、保
有
物
件
の
環

境
対
応
を
進
め
て
い
る
点
だ
。K
R
M
資
産
管
理
部

技
術
担
当
部
長
・
岡
庭
広
明
氏
は
、こ
う
し
た
積
極

的
な
取
り
組
み
の
き
っ
か
け
は
、2
0
1
0
年
4
月

施
行
の
改
正
省
エ
ネ
法
へ
の
対
応
だ
っ
た
と
し
て
次
の

よ
う
に
語
る
。

　
「
改
正
省
エ
ネ
法
で
は
、特
定
事
業
者
に
該
当（
原

油
換
算
1
5
0
0
ｋ
ｌ
/
年
以
上
使
用
）し
、特
定

事
業
者
に
指
定
さ
れ
る
と
、い
ろ
い
ろ
な
義
務
と
と
も

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
を
毎
年
1
％
、5
年
間
で
５
％

以
上
削
減
す
る
努
力
目
標
が
課
せ
ら
れ
る
た
め
早
い

段
階
か
ら
入
念
な
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。」

　

K
R
M
で
は
現
在
、省
エ
ネ
へ
の
施
策
と
し
て
、エ
ネ

ル
ギ
ー
使
用
量
の
約
8
0
％
を
占
め
る
空
調
お
よ
び

照
明
設
備
を
中
心
に
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
単
位
で
計
画

的
に
対
応
し
て
い
る
と
い
う
。具
体
的
に
は
、①
空
調

設
備
の
更
新（
空
調
機
の
更
新
、熱
交
換
型
換
気
扇
の

導
入
、換
気
シ
ス

テ
ム
の
更
新
な

ど
）、②
照
明
設
備

の
更
新（
イ
ン
バ
ー

タ
型
な
ど
高
効
率

照
明
へ
の
更
新
、共

用
部
照
明
の

L
E
D
化
な
ど
）、③
誘
導
灯
更
新
、人
感
セ
ン
サ
ー

設
置
等（
高
輝
度
誘
導
灯
へ
の
更
新
、人
感
セ
ン
サ
ー

に
よ
る
節
電
や
変
圧
器
の
高
効
率
化
、フ
ァ
ン
の
イ
ン

バ
ー
タ
制
御
な
ど
）で
あ
る
。

　

ま
た
、こ
う
し
た
対
策
に
要
す
る
工
事
代
金

も
、ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
規
模
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か

し
た
一
括
入
札
に
よ
っ
て
当
初
予
算
か
ら
大
幅
に

削
減
さ
せ
て
お
り
、そ
の
削
減
分
で
さ
ら
な
る
環

境
対
応
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、こ

の
夏
は
電
力
供
給
不
足
へ
の
対
応
と
し
て
緊
急
節

電
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、最
大
使
用
電
力
の
１
５
％

以
上
削
減
を
見
込
ん
で
い
る
。こ
う
し
た
節
電
対

応
を
含
め
て
、目
標
年
度
と
な
る
2
0
1
4
年
度

中
に
は
5
％
以
上
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減
を
達
成
す

る
予
定
だ
。

　

既
に
当
社
お
よ
び
K
R
M
で
は
、
第
1
2
期

（
2
0
1
1
年
4
月
期
）の
I
R
資
料
で
、今
回
の
認

証
取
得
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。田
島
氏
は
、「
当
社

の
投
資
主
の
4
3
％（
投
資
口
数
ベ
ー
ス
）は
海
外
の

機
関
投
資
家
。そ
の
運
用
基
準
の
中
に
は
、〝
投
資
先

は
環
境
配
慮
を
し
て
い
る
企
業
で
あ
る
こ
と
〞が
入
っ

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。そ
の
意
味
で
、I
R
の
中

で
は
当
社
の
様
々
な
環
境
対
応
や
本
認
証
取
得
の

事
実
を
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
」と
語
る

と
と
も
に
、「
数
多
く
の
ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
が
本
認
証
制
度

を
使
う
よ
う
に
な
る
こ
と
が
、国
内
で
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

化
へ
の
条
件
」と
、本
認
証
制
度
の
ヨ
コ
へ
の
広
が
り
に

も
期
待
を
寄
せ
る
。

　

同
様
の
趣
旨
で「
環
境
性
能
の
高
い
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル

が
選
択
さ
れ
る
文
化
を
創
る
こ
と
が
大
切
」と
語
る

の
は
大
森
氏
だ
。「
認
証
の
あ
る
ビ
ル
と
、認
証
の
な
い

周
辺
ビ
ル
と
の
間
で
運
用
実
績
を
比
較
し
て
い
け
ば

面
白
い
。米
国
で
は
、こ
う
し
た
認
証
を
取
得
し
て
い
る

物
件
と
未
取
得
物
件
と
の
稼
働
率
の
違
い
、テ
ナ
ン
ト

が
支
払
う
コ
ス
ト
の
削
減
額
、賃
料
の
違
い
な
ど
の

デ
ー
タ
が
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。ト
ラ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド

を
2
〜
3
年
積
み
あ
げ
て
い
け
ば
、イ
ン
フ
ラ
と
し
て

も
財
産
に
な
る
わ
け
で
、将
来
的
に
日
本
で
も
そ
う
い

う
デ
ー
タ
が
開
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
」

　

こ
う
し
た
お
客
さ
ま
の
声
や
要
望
に
対
し
て
D
B
J・

福
吉
は
い
う
。「
評
価
シ
ー
ト
も
毎
年
更
新
し
、よ
り

使
い
勝
手
の
い
い
も
の
に
し
て
い
き
た
い
で
す
し
、本
認
証

制
度
自
体
、今
は
弊
行
と
お
取
引
実
績
の
あ
る
お
客

さ
ま
に
限
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す

が
、今
後
、認
証
の
実
績
が
増
え
て
世
の
中
に
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
れ
ば
独
立
さ
せ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
で

し
ょ
う
」

　

D
B
J
で
は
、こ
れ
か
ら
も
環
境
や
社
会
に
配
慮

し
た
不
動
産
事
業
を
行
う
お
客
さ
ま
の
取
り
組
み
を

積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

ケネディクス・リート・
マネジメント株式会社
投資運用部　チーフマネジャー

大森 晋輔氏

ケネディクス・リート・
マネジメント株式会社
資産管理部　技術担当部長

岡庭 広明氏

ケネディクス・リート・
マネジメント株式会社

資産管理部　チーフマネジャー

阿部　智氏

KDX名古屋栄ビル

KDX晴海ビル

屋上緑化

of Scenes  
Solution
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「一人でも多くの生命を救いたい」という創業の精

神の基、医療機器の分野で活動する研究開発型企

業、東海メディカルプロダクツ。患者の視点で医療

現場の声を研究開発に反映させてきた。病気で苦

しむ人々のお役に立ちたい、この思いを込めて先端

医療機器の技術開発に総力を傾けている。下は日

本人の身体に合うように開発された、国産バルーン

カテーテル第一号。

　心筋梗塞や狭心症で弱った心臓の働きを一時的に助けるIABPバルーンカテー
テル（注1・以下、バルーンカテーテル）。日本で初めてその開発を成功させたのが、
東海メディカルプロダクツ（本社・愛知県春日井市）の筒井宣政氏だ。もともとは
父が営む樹脂加工会社を継ぎ、医療とは無縁の世界にいたが、先天性の重い心臓
疾患を持って生まれた次女を救いたい一心から、独学で医療を学んだ末の偉業達成
だった。途中、何度も崖っぷちに立たされながら、そこから決して逃げようとしない
筒井氏の不屈の精神は、先行き不透明な時代を生きる今の日本人に、１つの生き方
のヒントを与えてくれる。

株式会社東海メディカルプロダクツ

代表取締役

筒井 宣政 氏

に
貢
献
で
き
れ
ば
と
人
工
心
臓
の
開
発
を
決
意
。

当
時
、
医
学
の
知
識
も
な
い
中
、
独
学
で
専
門
書

を
読
み
あ
さ
り
、
医
療
の
研
究
会
に
も
参
加
し

な
が
ら
、
8
1
年
に
現
在
の
医
療
器
具
製
造
会

社
を
設
立
し
た
。8
年
間
に
7
〜
8
億
円
の
資

金
を
投
じ
、
8
6
年
に
最
初
の
動
物
実
験
が
で

き
る
ま
で
に
こ
ぎ
つ
け
た
が
、そ
の
時
点
で
人
へ
の

実
用
化
に
は
さ
ら
に
1
0
0
0
億
円
も
の
資
金

が
必
要
と
分
か
り
、
以
後
の
研
究
開
発
を
断
念

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
「
娘
を
助
け
た
い一
心
で
人
工
心
臓
の
開
発
に

取
り
組
み
ま
し
た
が
、
結
局
、
個
人
で
は
無
理
と

分
か
り
ま
し
た
。そ
の
時
、
親
と
し
て
で
き
る
こ

と
は
や
り
尽
く
し
た
と
い
う
気
持
ち
と
同
時
に
、

経
営
者
と
し
て
会
社
を
成
功
さ
せ
な
け
れ
ば
と

い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
の
で
、
次
に
懸
け
よ
う
と

目
標
を
バ
ル
ー
ン
カ
テ
ー
テ
ル
の
開
発
に
切
り
替

え
た
の
で
す
。

　

当
時
の
日
本
に
は
米
国
製
の
バ
ル
ー
ン
カ
テ
ー

テ
ル
し
か
な
く
、
日
本
人
の
体
格
に
合
わ
な
い
こ

と
に
よ
る
医
療
事
故
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。な
ら
ば
、
日
本
人
向
け
の
サ
イ
ズ
を
作
れ

ば
事
故
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
と
思
っ
た
わ
け
で
す
。バ
ル
ー
ン
カ
テ
ー
テ
ル
は

形
が
違
う
だ
け
で
、作
り
方
は
人
工
心
臓
と
ほ
ぼ

同
じ
。し
か
も
、
1
本
の
価
格
は
当
時
で
4
0
万

円
と
高
付
加
価
値
製
品
。年
間
5
〜
6
千
本
が

使
わ
れ
て
お
り
市
場
性
も
あ
り
ま
し
た
」

　

人
工
心
臓
開
発
断
念
の
経
緯
を
知
る
周
辺
の

人
々
は
皆
、猛
反
対
だ
っ
た
が
、筒
井
氏
は
ひ
る
ま

な
か
っ
た
。3
年
間
、試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、遂

に
8
9
年
、
国
産
初
の
バ
ル
ー
ン
カ
テ
ー
テ
ル
の
開

発
に
成
功
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
2
年
後
、
次
女
は
2
3
歳
で
他
界

し
た
が
、筒
井
氏
は「
娘
を
助
け
た
い
」と
の
思
い
を

「
１
人
で
も
多
く
の
人
の
命
を
救
い
た
い
」
へ
と

切
り
替
え
、
研
究
開
発
に一
段
と
力
を
注
い
だ
の

だ
っ
た
。

　

巨
額
の
借
金
返
済
、
次
女
の
難
病
と
の
闘
い
、

人
工
心
臓
・
バ
ル
ー
ン
カ
テ
ー
テ
ル
開
発
へ
の

挑
戦
。そ
の
過
程
で
何
度
も
崖
っ
ぷ
ち
に
立
た
さ

れ
な
が
ら
、
決
し
て
逃
げ
る
こ
と
な
く
挑
み
続
け

た
筒
井
氏
の
不
屈
の
精
神
は
、
高
校
時
代
に
取

り
組
ん
だ
柔
道
か
ら
培
わ
れ
た
も
の
だ
。

　
「
何
度
も
死
ぬ
か
と
思
う
ほ
ど
厳
し
く
鍛
え
ら

れ
ま
し
た
。お
陰
で
高
校
総
体
で
は
全
国
優
勝
。

目
標
に
向
か
っ
て
必
死
に
努
力
す
れ
ば
、
必
要
な

力
は
身
に
つ
く
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。そ
し
て
、負

け
ん
気
も
強
く
な
り
ま
し
た
。お
前
に
は
無
理
と

言
わ
れ
る
と
、逆
に
や
る
気
が
出
る
の
で
す
」

　

不
屈
の
人
生
を
生
き
る
筒
井
氏
に
は
今
、
１
つ

の
信
念
が
あ
る
。人
は
自
分
が
思
っ
て
い
る
能
力

の
1
0
倍
の
こ
と
は
、
努
力
に
よ
っ
て
実
現
で
き

る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

筒
井
氏
は
1
9
6
4
年
に
大
学
卒
業
後
、
父

が
創
業
し
た
樹
脂
加
工
メ
ー
カ
ー
に
入
社
し
た

が
、ほ
ど
な
く
大
き
な
試
練
の
場
に
立
た
さ
れ
た
。

父
が
連
帯
保
証
す
る
友
人
の
借
金
が
焦
げ
付

き
、
そ
の
返
済
に
は
7
0
年
間
か
か
る
と
い
わ
れ

る
ほ
ど
の
多
額
の
負
債
を
抱
え
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

返
済
の
た
め
金
策
に
走
る
日
々
。筒
井
氏
は
追
い

つ
め
ら
れ
た
。起
死
回
生
の
策
が
、
知
り
合
い
の

商
社
マ
ン
か
ら
得
た
あ
る
情
報
だ
っ
た
。

　
「
ア
フ
リ
カ
の
女
性
向
け
に
ビ
ニ
ー
ル
紐
の
滑

り
に
く
い
髪
留
め
が
あ
れ
ば
売
れ
る
と
い
う
話

で
し
た
。こ
れ
に
懸
け
る
し
か
な
い
と
単
身
ナ
イ

ジ
ェ
リ
ア
へ
渡
り
、
現
地
の
貿
易
商
に
直
談
判
し

た
の
で
す
が
、
乏
し
い
英
語
力
で
は
商
談
も
進
み

ま
せ
ん
。途
方
に
暮
れ
る
中
、
た
ま
た
ま
貿
易
商

の
祖
母
が
亡
く
な
り
、1
週
間
続
い
た
葬
儀
に
連

日
参
列
し
ま
し
た
。そ
の
熱
意
が
通
じ
、
商
談
が

成
立
。髪
留
め
は
大
ヒ
ッ
ト
し
、結
果
、7
年
で
借

金
を
完
済
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
」

　

そ
ん
な
中
、
次
の
試
練
が
訪
れ
る
。6
8
年
に

生
ま
れ
た
次
女
が
重
い
先
天
性
の
心
臓
疾
患
を

抱
え
て
い
た
の
だ
。借
金
返
済
の
傍
ら
手
術
費
用

に
と
9
年
間
か
け
て
2
千
万
円
を
貯
め
た
が
、

7
8
年
に
医
師
か
ら「
手
術
は
不
可
能
」の
宣
告

を
受
け
る
。筒
井
氏
は
悩
ん
だ
末
、
医
療
の
発
展

次
々
と
訪
れ
る

試
練
に
立
ち
向
か
う

製
品
で
は
な
く
、技
術
を
売
る

人
は
自
分
が
考
え
る

能
力
の
10
倍
の
こ
と
を
な
し
得
る 

│
│

不
屈
の
精
神
で
国
産
初
の
医
療
器
具
を
開
発
。
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「
僕
に
言
わ
せ
る
と
、苦
労
せ
ず
に
で
き
る
こ
と

は
目
標
で
は
な
い
の
で
す
。た
と
え
ば
、
一
生
に
1

千
万
円
貯
め
る
の
に
、
そ
れ
ほ
ど
苦
労
は
要
り
ま

せ
ん
が
、
1
0
倍
の
1
億
と
な
る
と
発
想
や
行
動

を
大
き
く
変
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。す
る
と

結
果
が
つ
い
て
く
る
の
で
す
。ア
フ
リ
カ
で
成
功
し

て
莫
大
な
借
金
を
返
し
た
の
も
、医
療
に
つ
い
て
は

ま
っ
た
く
の
門
外
漢
だ
っ
た
僕
が
バ
ル
ー
ン
カ
テ
ー

テ
ル
を
開
発
で
き
た
の
も
、
自
分
の
能
力
の
1
0

倍
高
い
目
標
を
掲
げ
て
努
力
し
た
か
ら
で
す
」

　

そ
ん
な
筒
井
氏
の
目
に
、
努
力
や
苦
労
を
避
け

る
風
潮
の
あ
る
今
の
日
本
社
会
は
、明
ら
か
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
が
弱
く
な
っ
て
い
る
と
映
る
よ
う
だ
。

　
「
僕
が
一
番
嫌
い
な
の
は
、
や
る
前
か
ら
〝
で
き

な
い
〞
と
い
う
こ
と
。や
っ
て
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ

れ
ば
理
解
で
き
ま
す
が
、
や
ら
な
い
う
ち
か
ら

〝
そ
れ
は
難
し
い
〞
と
か 

〝
無
理
〞
と
い
う
の
は
論

外
で
す
。〝
で
き
な
い
〞の
裏
に
は
、
実
は〝
や
り
た

く
な
い
〞
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
の
で
す
。

だ
か
ら
、
当
社
で
も
そ
う
い
う
社
員
が
い
た
ら
叱

り
つ
け
ま
す
。経
験
の
あ
る
僕
の
立
場
か
ら
す
る

と
、
絶
対
で
き
な
い
こ
と
を
や
れ
と
言
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
し
、
や
る
中
で
し
か
解
決
の
方
法
も

見
え
て
こ
な
い
の
で
す
か
ら
」

　

人
生
の
経
験
者
と
し
て
筒
井
氏
は
社
員
に
人

の
能
力
の
大
き
さ
を
説
き
、
人
の
命
に
直
結
す
る

仕
事
を
す
る
会
社
の
ト
ッ
プ
と
し
て
、
企
業
の
目

指
す
と
こ
ろ
を
熱
く
語
り
か
け
る
。

　
「
当
社
の
企
業
理
念
は
『
１
人
で
も
多
く
の

生
命
を
救
い
た
い
』
で
す
。そ
れ
を
徹
底
す
る
た

め
営
業
担
当
に
は
、
当
社
は
製
品
を
売
る
の
で
は

な
く
、
技
術
を
売
る
会
社
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

教
え
て
い
ま
す
。技
術
を
病
院
の
先
生
に
紹
介
し

て
気
に
入
っ
た
ら
使
っ
て
頂
き
、
役
に
立
っ
た
ら
お

代
を
頂
き
な
さ
い
と
。先
生
が
製
品
を
落
と
し
て

壊
れ
た
と
き
に
は
、
お
代
を
頂
い
て
は
い
け
な
い
。

な
ぜ
、
落
ち
た
の
か
。滑
り
や
す
く
て
落
と
し
た

の
だ
と
し
た
ら
、
ど
う
す
れ
ば
落
と
し
に
く
い
も

の
に
な
る
か
聞
い
て
き
な
さ
い
と
。医
療
の
役
に

立
っ
て
こ
そ
製
品
の
価
値
が
あ
る
わ
け
な
の
で
、

基
本
を
大
事
に
す
る
よ
う
教
え
る
の
で
す
」

　

バ
ル
ー
ン
カ
テ
ー
テ
ル
の
開
発
か
ら
2
0
年
余

り
。こ
れ
ま
で
に
救
っ
た
命
は
累
計
で
7
万
人
を

超
え
た
。製
品
の
応
用
範
囲
も
、
心
筋
梗
塞
や
狭

心
症
な
ど
の
循
環
器
系
疾
患
か
ら
肝
臓
が
ん
や

脳
梗
塞
治
療
用
へ
と
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

　

自
社
の
経
営
を
成
長
軌
道
に
乗
せ
る
中
で
、

筒
井
氏
は
7
年
ほ
ど
前
か
ら
医
療
機
器
と
中

部
地
域
の
も
の
づ
く
り
の
力
を
結
び
つ
け
る
こ

と
で
、
両
業
界
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
と
考
え

る
よ
う
に
な
っ
た
。そ
し
て
、
そ
の
想
い
を
実
現

す
べ
く
０
９
年
１
０
月
に
名
古
屋
商
工
会
議
所

が
設
立
し
た
「
メ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
バ
イ
ス
産
業
研

究
会
」に
、
会
長
と
し
て
就
任
し
、
陣
頭
指
揮
を

と
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
「
た
ま
た
ま
医
療
機
器
の
仕
事
を
や
っ
て
き

て
、
0
5
年
か
ら
愛
知
県
医
療
機
器
工
業
協

会
の
会
長
を
務
め
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
エ
リ
ア
に
は
自
動
車
、
精
密
機
械
な
ど
の

も
の
づ
く
り
産
業
で
培
っ
た
高
い
技
術
力
が
あ

り
ま
す
。こ
う
し
た
異
業
種
を
う
ま
く
交
流
さ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
世
界
一の
医
療
機
器
が
作
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
研
究
会
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
の
で
す
。産
業
の
裾
野
が
広
い
高
度
医

療
機
器
は
、
電
機
や
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
な
ど
多
く
の

業
界
に
波
及
す
る「
ポ
ス
ト
自
動
車
」産
業
に
な

り
得
ま
す
。当
地
域
が
メ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
バ
イ
ス

産
業
の一
大
生
産
地
域
と
な
る
よ
う
、商
工
会
議

所
を
始
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
と
連
携
し

て
貢
献
し
て
い
き
た
い
。そ
し
て
、
日
本
の
医
療

技
術
・
機
器
が
世
界
中
で
役
立
つ
よ
う
に
な
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

不
屈
の
精
神
で
筒
井
氏
は
今
、
新
た
な
目
標

に
向
か
っ
て
挑
戦
の
日
々
を
送
っ
て
い
る
。

（
注
1
）I
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B
P
バ
ル
ー
ン
カ
テ
ー
テ
ル
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バ
ル
ー
ン
カ
テ
ー
テ
ル
。患
者
の
足
の
付
け
根
か
ら

大
動
脈
内
に
挿
入
し
、
心
臓
の
拍
動
に
同
期
し
て

バ
ル
ー
ン
を
拡
張
・
収
縮
さ
せ
る
こ
と
で
、
弱
っ
た

心
臓
の
働
き
を一時
的
に
助
け
る
。

中
部
地
域
を

医
療
機
器
産
業
の
拠
点
に
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フ
ラ
ン
ス
料
理
が
、ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
無
形
文
化
遺
産
に

選
ば
れ
た
こ
と
を
祝
し
、今
年
４
月
、世
界
か
ら
6
0
人
の

グ
ラ
ン
シ
ェ
フ
が
選
ば
れ
、ベ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
で
盛
大
な

ガ
ラ
デ
ィ
ナ
ー
が
催
さ
れ
た
。後
援
は
サ
ル
コ
ジ
大
統
領
、

主
催
は
、い
ず
れ
も
フ
ラ
ン
ス
に
本
部
を
お
く
組
織
、ル
レ・

エ・シ
ャ
ト
ー
と
グ
ラ
ン・テ
ー
ブ
ル・ド・モ
ン
ド
で
あ
る
。6
0

人
は
、い
ず
れ
も
ミ
シ
ュ
ラ
ン
の
星
付
き
レ
ス
ト
ラ
ン
が
並
ぶ

こ
れ
ら
の
組
織
の
会
員
だ
。日
本
か
ら
も
、オ
テ
ル・ド・ミ
ク
ニ

の
三
國
清
三
シ
ェ
フ
、神
戸
北
野
ホ
テ
ル
の
山
口
浩
総
料
理

長
が
参
加
し
、話
題
を
呼
ん
だ
が
、こ
の
晴
れ
舞
台
に
、フ
ラ

ン
ス
の
シ
ェフ
と
し
て
、も
う
ひ
と
り
の
日
本
人
が
参
加
し
て

い
た
こ
と
は
、あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　

ヨ
シ
こ
と
、三
浦
賢
彦（
よ
し
ひ
こ
）さ
ん
が
グ
ラ
ン
シ
ェフ

を
つ
と
め
る

オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ・

デ
・
タ
ン
プ
リ

エ
は
、パ
リ
か

ら
車
で
約
１

時
間
、
陶
磁

器
で
有
名
な

ジ
ア
ン
近
く

の
小
さ
な
村

に
あ
る
。ガ
ラ

デ
ィ
ナ
ー
を
主
催
し
た
団

体
の
ひ
と
つ
、ル
レ・エ・シ
ャ

ト
ー
は
、パ
リ
と
ニ
ー
ス
を

結
ぶ
国
道
７
号
線
沿
い
に

あ
る
宿
の
主
人
た
ち
が

集
ま
っ
て
１
９
５
４
年
に

創
立
し
た「
ル
レ・ド・カ
ン

パ
ー
ニュ（
田
舎
の
宿
）」か

ら
始
ま
る
が
、創
立
時
か

ら
の
メ
ン
バ
ー
の
１
軒
だ
。

　

そ
の
後
、宿
を
結
ぶ
道
は「
ル
ー
ト・デ
ュ・ボ
ヌ
ー
ル（
幸
福

の
道
）」
と
名
づ
け
ら
れ
、組
織
は
現
在
の
ル
レ
・エ・

シ
ャ
ト
ー
に
至
る
。１
９
７
２
年
に
著
名
な
オ
ー
ナ
ー

レ
ス
ト
ラ
ン
、ト
ロ
ア
グ
ロ
が
メ
ン
バ
ー
に
な
り
、以
後
、レ
ス

ト
ラ
ン
の
会
員
も
増
え
た
。い
ま
で
は
、会
員
す
べ
て
の

ミ
シ
ュ
ラ
ン
ス
タ
ー
を
あ
わ
せ
る
と
３
４
０
。フ
レ
ン
チ
ガ
ス

ト
ロ
ノ
ミ
ー
を
代
表
す
る
組
織
で
も
あ
る
。

　

そ
の
ル
レ・エ・シ
ャ
ト
ー
の
栄
え
あ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ン

バ
ー
、オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ・デ・タ
ン
プ
リ
エ
の
２
代
目
、フ
ィ
リ
ッ
プ・

デ
ベ
氏
は
、い
ま
宿
の
誇
り
は
、何
よ
り
も
彼
の
存
在
だ
と
ば

か
り
に
、ガ
ラ
デ
ィ
ナ
ー
の
後
、エ
リ
ゼ
宮
で
撮
っ
た
と
い
う

記
念
写
真
を
私
に
見
せ
て
く
れ
た
。

　

指
差
し
た
先
に
、か
し
こ
ま
っ
た
表
情
の
ヨ
シ
さ
ん
が

い
た
。現
在
、ミ
シ
ュ
ラ
ン
の
ひ
と
つ
星
。そ
れ
を
守
る
だ
け
で

な
く
、「
星
を
増
や
し
て
み
せ
ま
す
」と
宣
言
し
た
ヨ
シ
さ
ん

の
腕
と
情
熱
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
る
の
は
、美
人
マ
ダ
ム

も
同
じ
こ
と
。何
か
と
い
う
と「
ヨ
シ
と
話
し
た
？
」と
言
う
。

　

か
つ
て
日
本
人
が
フ
ラ
ン
ス
の
星
付
き
レ
ス
ト
ラ
ン
で
働
く

の
は
、自
ら
の
修
業
の
た
め
だ
っ
た
。１
９
７
０
年
代
後
半
、

渡
欧
し
た
三
國
氏
も
そ
う
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。そ
し
て
、

実
力
と
箔
を
つ
け
て
帰
国
し
、日
本
で
成
功
す
る
の
が

シ
ェフ
の
花
道
だ
っ
た
。し
か
し
、い
ま
ヨ
シ
さ
ん
が
そ
う
で
あ

る
よ
う
に
、本
場
フ
ラ
ン
ス
の
地
で
、地
道
に
実
力
を
発
揮

す
る
日
本
人
が
増
え
て
い
る
と
い
う
。

　

日
本
の
ホ
テ
ル
で
修
業
し
、基
礎
を
身
に
つ
け
た
ヨ
シ

さ
ん
。い
わ
ゆ
る
ヌ
ー
ベ
ル・キ
ュ
イ
ジ
ー
ヌ
の
登
場
か
ら
4
0

年
余
り
。フ
ラ
ン
ス
料
理
の

世
界
で
は
昔
な
が
ら
の
料
理

を
知
ら
な
い
若
者
が
増
え
て

い
る
ら
し
い
。日
本
仕
込
み
の

ブ
イ
ヨ
ン
の
味
を
ヨ
シ
さ
ん
が

フ
ラ
ン
ス
人
の
ス
ー
シ
ェ
フ
に

教
え
る
。日
本
人
の
繊
細
な

技
術
は
、い
ま
や
フ
ラ
ン
ス
料

理
で
不
可
欠
な
も
の
に
な
っ

て
い
る
の
だ
。

http://www.relaischateaux.com/en/search-book/hotel-restaurant/templiers/

﹁
幸
福
の
道
﹂
の
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
で

﹁
幸
福
の
道
﹂
の
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
で

第5回

右から日本人シェフのヨシさん、オーナー夫妻、スーシェフ

かつて駅馬車の宿場だったというオーベルジュの外観

夏のメニューより。カニを使った前菜

オーベルジュ・
デ・タンプリエ


